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一
、
白
猪
史
関
係
記
事
研
究
の
現
状

白
猪
史
に
関
す
る

『
日
本
書
紀
』

の
記
事
は
、
欽
明
紀

・
敏
達
紀
と
天
武
紀
に

見
え
る
。
天
武
紀
に
は
十
三
年
十
二
月

癸
未
条
に
、
大
唐
学
生
白
猪
史
宝
然
の
帰

朝
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
欽
明
紀
の
二
条
と
敏
達
紀
の

一
条
は
、
白

猪
史
の
祖
胆
津
の
行
動
を
示
す
と
と
も
に
、
白
猪
屯
倉
の
設
置
や
経
営
に
も
ふ
れ

て
い
る
の
で
、
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
白
猪
屯
倉
は
、

『書
紀
」
に
記
載
さ
れ

た
多
数
の
屯
倉
の
な
か
で
、
最
も
著
名

な
屯
倉
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
、
関
係
す

(
1
)

る
研
究
も
多

い
。

従
来
の
諸
論
考
を
見
る
と
、

『書
紀
』

の
記
事
か
ら
直
接
に
事
実
を
求
め
よ
う

と
す
る
も
の
が
多
く
、
史
料
批
判
の
手

続
が
完
～
し
て
い
る
研
究
は
見
当
ら
な
い
。

言
う
ま
で
も
な
く
、

『書
紀
』
は
編
纂
に
よ
り
成
立
し
た
記
録
で
あ
る
か
ら
、
記

載
事
項
か
ら
直
に
事
実
を
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

『書
紀
」
自
体
の
研
究

が
必
要
で
あ
る
。
坂
本
太
郎
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
欠
陥
を
、
二
〇
年
以
上

(
2

)

前
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
状

況
は
未
だ
に
改
善
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ

れ
る
。

『
日
本
書
紀
』
の
史
料
批
判
は
、
江
戸
時
代
の
先
駆
的
業
績
に
続
き
、
津
田
左

(
3
)

右
吉
以
後
本
格
化
す
る
が
、
戦
前

・
戦
中
の
弾
圧
に
よ
り
中
絶
し
た
ま
ま
、
今
日

に
至
る
ま
で
発
展
を
見
な
い
。
津
田
の
成
果
は
、
伝
説
的
と
も
い
え
る
大
き
な
評

価
を
受
け
て
い
る
が
、
な
お
不
充
分
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
、

『書
紀
」

の
記
事
の
実
否
を
、
い
わ
ば
主
観
的
に
判
定
し
、
真
実
性
を
否
定
し
た
記
事
を
、

『
書
紀
』
編
者
の
造
作
や
潤
色
と
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
記
事
の
原
史
料
の
推

定
も
、
内
容
か
ら
の
推
定
に
止
ま
り
、
造
作
や
文
飾
が
原
史
料
に
も
と
つ
く
か
、

(
4
)

編
者
に
よ
る
も
の
か
の
判
別
が
な
い
こ
と
も
多

い
。

『書
紀
』
の
史
料
批
判
に
、
新
し
い
方
法
を
提
示
さ
れ
だ
の
は
、
福
山
敏
男
氏

(
5
)

で
あ

っ
た
。
福
山
氏
の

「
飛
鳥
寺
の
創
立
に
関
す
る
研
究
」

は
、

『書

紀
』

と

「
元
興
寺
縁
起
」
の
双
方
の
記
事
を
比
較
し
、
共
通
す
る
原
史
料
の
存
在
を
明
か

一　
　

に
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
方
法
は
有
効
で
、
筆
者
も
教
示
を
得
て
実
施
し
た
こ
と

一
口

鶴

娩
・

し
芒

福
山
氏
も
・

「元
興
寺
縁
起
」

に
比
較
の
対
象
が
な
い

『童
日
繭

紀
』
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
津
田
と
同
様
な
方
法
に
止
ま

っ
て
お
ら
れ
る
。

『書

}
鞠

紀
』
の
記
事
を
史
料
と
す
る
研
究
の
結
果
が
多
岐
に
分
れ
・
未
だ
に

藪

す
る
こ

幡
　

て
　

と
が
少
な
い
の
は
、
史
料
批
判
が
完
徹
し
て
お
ら
ず
、
事
実
認
定
の
判
断
基
準
に

一
紹

客
観
性
が
な
い
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

室

白
猪
史
に
ふ
れ
る
多
数
の
研
究
の
鑑

史
料
批
判
に
関
し
て
は
解

上
光
貞

翻

氏
が
関
係
記
事
四
条
を
、

百

猪
史
の
家
伝
L
か
ら
出
砦

の
と
さ
れ
た
の
が
定

爵

説
で
あ
り
、
井
上
氏
の
見
解
を
否
定
し
、
史
料
批
判
の
必
要
を
強
調
し
た
栄
原
永

*
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(
8
)

(
9

)

(
10
)

遠
男
氏
や
、
栄
原
氏
の
所
論
を
さ
ら
に
批
判
し
た
角
林
文
雄

・
笹
川
進

二
郎
両
氏

に
ま
で
影
響
し
て
い
る
。

残
念
な
こ
と
に
、
上
記
の
諸
論
考
の
史
料
批
判
に
は
次
の
よ
う
な
欠
陥
が
あ
る
。

第

一
に
、
考
察
の
対
象
と
す
る
記
事
を
、
過
不
足
な
く

『書
紀
』
か
ら
抽
出
す
る

作
業
が
、
充
分
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

『
書
紀
』
に
配
列
さ
れ
た

記
事
の
中
か
ら
、
最
低
限
形
式

・
要
素

・
内
容
の
三
点
か
ら
、
関
係
記
事
を
主
観

を
混
え
ず
に
撰
択
す
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
今

一
度

『書
紀
』
の
配
列
の

中
に
戻
し
、
作
業
結
果
の
必
然
性
と
客
観
性
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
同

一
の

材
料
か
ら
採
録
さ
れ
た

一
連
の
記
事
と
な
し
得
る
特
殊
性
を
、

『書
紀
」
編
者
の

原
則

・
態
度
な
ど
と
考
え
合
わ
せ
確
認

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

第

二
に
、

『書
紀
』
編
纂
の
材
料
と

な
っ
た
原
史
料
を
比
定
し
、
成
立
年
代
と

作
者

・
成
立
の
理
由
と
目
的

・
著
述
の
主
張
と
態
度
な
ど
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
、

「臼
猪
史
の
家
記
」
と
す
る
程
度
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
こ
の
際
に
は
、
広
く
傍

証
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
、
同
じ

『
書
紀
』
の
内
に
の
み
か
ら
傍
証
を
得
よ
う

と
す
る
の
で
は
、
正
当
な
研
究
と
は
言
え
な
い
。
同
時
に
、
原
史
料
の
性
格
が
、

『書
紀
』
編
者
に
よ
り
、
材
料
と
し
て
採
録
さ
れ
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

明
確
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
・
紀
氏
の
よ
う
な
明
証
が
あ
る
場
禦

除
き
・
記

事
関
係
者
の

一
族
の
者
が
、

『書
紀
』
編
纂
に
参
加
し
て
い
た
可
能
性
を
憶
測
す

る
の
は
無
意
味
で
あ
る
。

第
三
に
、

『書
紀
』
の
記
事
に
造
作

・
改
変

・
附
加
な
ど
を
示
す
語
句
が
認
め

ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
が
す
で
に
原
史
料

に
存
在
し
て
い
た
も
の
か
、

『
書
紀
』
編

者
の
手
に
よ
る
も
の
か
を
判
別
し
、
原
史
料
の
姿
を
復
原
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

事
実
を
誤
認
さ
せ
る
造
作

・
改
変

・
附
加
と
、
除
去
し
て
も
意
味
が
変
ら
な
い
美

(
12

)

辞
麗
句
に
よ
る
文
飾
と
は
明
瞭
に
区
別

さ
れ
る
べ
き
で
、
内
容
を
限
定
し
な
い
潤

色
の
よ
う
な
曖
昧
な
用
語
は
、
適
格
な
表
現
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

上
記
の
史
料
批
判
の
結
果
、
復
元
さ
れ
た
原
史
料
に
つ
い
て
、
内
容
の
判
断
に

よ
る
事
実
の
確
認
が
始
め
て
可
能
に
な
る
。
確
認
さ
れ
た
事
実
を
解
釈
し
、
考
察

を
行
う
の
は
更
に
次
の
段
階
で
あ
る
。
段
階
的
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
作
業
が
、
区

別
さ
れ
ず
に
実
行
さ
れ
た
だ
め
の
誤
解
も
、
従
来
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
具
体
的
な
研
究

の
方
法
論
は
、
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
空

理
空
論
と
排
折
さ
れ
、
実
践
が
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
方
法
論
の
確

立
な
く
し
て
は
、
実
証
史
学
と
す
ら
称
し
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
に
述
べ
た
方
法
は
理
想
論
で
あ

っ
て
、
筆
者
自
身
も
そ
の
要
求
に
耐
え
得

る
と
は
思
わ
な
い
が
、
可
能
な
範
囲
で
の
努
力
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

『
書

紀
』
の
記
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
実
施
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
理
由
に
、
史
料
批
判
が
不
要
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
僅
か
な

事
例
で
は
あ

っ
て
も
、
徹
底
し
た
史
料
批
判
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
積
重
ね

に
よ

っ
て
、

『書
紀
」
の
記
事
を
利
用
す
る
場
合
の

一
般
的
原
則
が
成
立
す
る
。

史
料
批
判
の
結
果
に
も
と
づ
き
確
認
さ
れ
る
事
実
が
、
先
行
学
説
と

一
致
す
る
と

し
て
も
、
両
者
の
質
的
な
差
は
甚
大
で
あ
る
。

白
猪
史
の
関
係
記
事
は
、
史
料
批
判
に
必
要
な
関
連
史
料
も
多
く
、
か
な
り
徹

底
し
た
検
討
が
可
能
な
例
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
範
囲
も
、
先
学
の
追
求
に
よ

っ
て

ほ
ぼ
浮
び
上

っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
先
行
学
説
の
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
、

『
日

本
書
紀
』
の
中
か
ら
、
関
係
記
事
抽
出
の
作
業
を
、
ま
ず
実
施
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

二
、
白
猪
史
関
係
記
事
の
抽
出

白
猪
史
関
係
記
事
と
し
て
、

『
日
本
書
紀
』
か
ら
抽
出
し
た
も
の
は
、
次
の
九

条
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
本
文
を
掲
げ
、
次
い
で
先
行
学
説
を
回
顧
し
た
い
。

㈹

欽
明
紀
十
四
年
七
月
甲
子
条

秋
七
月
辛
酉
朔
甲
子
。
幸
樟
勾
宮
。
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
祢
、
奉
勅
遣
王
辰
爾
、
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数
録
船
賦
。
即
以
王
辰
爾
為
船
長

、
因
賜
姓
為
船
史
。
今
船
連
之
先
也
。

⑧

欽
明
紀
十
六
年
七
月
壬
午
条

秋
七
月
己
卯
朔
壬
午
。
遣
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
祢

・
穂
積
磐
弓
臣
等
、
使
工J
吉

備
五
郡
、
置
白
猪
屯
倉
。

◎

欽
明
紀
十
七
年
七
月
己
卯
条

秋
七
月
甲
戌
朔
己
卯
。
遣
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
祢
等
、
於
備
前
児
嶋
郡
、
置
屯

倉
。
以
葛
城
山
田
直
瑞
子
、
為
田
令
。
脚
蛉
臨
脳
ム

⑪

欽
明
紀
三
〇
年
正
月
辛
卯
朔
条

春
正
月
辛
卯
朔
。
詔
日
。
量
置
田
部
、
其
来
尚
突
。
年
甫
十
余
、
脱
籍
免
課

者
衆
。
宜
遣
胆
津
、
梨

賭
竪

辰
検
定
白
猪
田
部
丁
籍
。

⑤

欽
明
紀
三
〇
年
四
月
条

(前
条
働
に
続
く
)

夏
四
月
。
胆
津
検
閲
白
猪
田
部
丁
者
、
依
詔
定
籍
、
果
成
田
戸
。
天
皇
嘉
胆

津
定
籍
之
功
、
賜
姓
為
白
猪
史
。
尋
拝
田
令
、
為
瑞
子
之
副
。
錦
即

㈲

敏
達
紀
元
年
五
月
丙
辰
条

(
五
月
壬
寅
朔
条
に
続
く
)

丙
辰
。
天
皇
執
高
麗
表
疏
、
授
大
臣
、
召
聚
諸
史
、
令
読
解
之
。
是
時
、
諸

史
於
三
日
内
、
皆
不
能
読
。
愛
有
船
史
祖
王
辰
爾
、
能
奉
読
釈
。
由
是
、
天

皇
与
大
臣
倶
、
為
讃
美
日
。
勤
乎
辰
爾
、
灘
哉
辰
爾
。
汝
若
不
愛
学
、
誰
能

読
解
。
宜
従
今
始
、
近
侍
殿
中
。
既
而
、
詔
東
西
諸
史
日
。
汝
等
所
習
之
業
、

何
故
不
就
。
汝
等
錐
衆
、
不
及
辰

爾
。
又
、
高
麗
上
表
銃
、
書
干
鳥
羽
。
字

随
羽
黒
、
既
無
識
者
。
辰
爾
乃
蒸
羽
於
飯
気
、
以
吊
印
羽
、
悉
写
其
字
。
朝

庭
悉
異
之
。

③

敏
達
紀
三
年
十
月
丙
申
条

十
月
戊
子
朔
丙
申
。
遣
蘇
我
馬
子
大
臣
、
於
吉
備
国
、
増
益
白
猪
屯
倉
与
田

部
。
即
以
田
部
名
籍
、
授
白
猪
史

胆
津
。

㈲

敏
達
紀
三
年
十
月
戊
戌
条

(
前
条
㈲
に
続
く
)

戊
戌
。
詔
船
史
王
辰
爾
弟
牛
、
賜
姓
為
津
史
。

ω

敏
達
紀
四
年
二
月
壬
辰
朔
条

二
月
壬
辰
朔
。
馬
子
宿
祢
大
臣
還
干
京
師
、
復
命
屯
倉
之
事
。

こ
の
九
条
の
う
ち
、
⑧
欽
明
紀
十
六
年
七
月
壬
午
条

・
◎
同
三
〇
年
正
月
辛
卯

朔
条

・
⑧
同
年
四
月
条

・
⑪
敏
達
紀
三
年
十
月
丙
申
条
の
四
条
は
、
井
上
光
貞
氏

(
13
)

が

「部
民
史
論
」
に
お
い
て
、

「
い
ず
れ
も
田
令
と
な

っ
た
白
猪
史
の
功
績
を
録

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
モ
テ
ィ
ー
フ
の

一
貫
し
て
い
る
事
、
同
族
の
船
史
に
も
別

の

一
貫
し
た
説
話
が
収
録
し
て
あ
る
事
な
ど
を
見
る
と
、
そ
れ
は
白
猪
史
の
家
伝

か
ら
出
、
書
紀
の
編
者
に
よ

っ
て
切
断
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。」

と
し
て
お

ら
れ
る
。

「白
猪
史
の
家
伝
」
の
範
囲
を

「白
猪
」
の
二
字
が
記
さ
れ
た
四
条
に

限
定
さ
れ
た
の
は
、
客
観
性
を
重
視
す
る
井
上
氏
の
学
風
を
示
す
も
の
で
は
あ
る

が
、
船
史
の
場
合
は
検
討
不
足
で
あ
る
。
船
史
の
説
話
の
該
当
記
事
は
指
摘
さ
れ

て
い
な
い
が
、

「
船
史
」
の
二
字
が
あ
る
内
の
囚
欽
明
紀
十
四
年
七
月
甲
子
条
と

㈲
敏
達
紀
元
年
五
月
丙
辰
条
を
含
む
こ
と
に
違
い
は
あ
る
ま
い
。

こ
の
二
条
の
主
役
は
、
船
史
の
祖
王
辰
爾
で
あ
る
が
、

『
日
本
書
紀
』
の
編
纂

(
14
)

と
併
行
す
る
時
期
の

『
船
王
後
墓
誌
』
に
は
、

惟
船
氏
故
王
後
首
、
是
船
氏
中
祖
王
智
仁
首
児
、
那
浦
古
首
之
子
也
。

と
あ

っ
て
、

「船
氏
中
祖
王
智
仁
」

と
し
て
い
る
。

し
か
し
、

『
続
日
本
紀
』

延
暦
九
年
(七
九
〇
)
七
月
辛
己
条
に
は
、
津
連
真
道
等
の
上
表
に
よ
り
、
改
姓
し

て
菅
野
朝
臣
が
与
え
ら
れ
た
と
あ
り
、
上
表
の
文
章
に
も

『書
紀
』
を
引
用
し
て

「
辰
ホ
」
と
し
て
い
る
。

一
方
、
翌
延
暦
十
年

(七
九
一
)
正
月
癸
酉
条
に
は
、

葛
井
連
道
依

・
船
連
今
道
等
の
、

葛
井

・
船

・
津
連
等
、
本
出

一
祖
、
別
為
三
氏
。
而
今
津
連
等
、
幸
遇
昌
運
、

先
賜
朝
臣
。
而
道
依

・
今
道
等
、
猶
滞
連
姓
。
(中
略
)
伏
望
、
同
沐
天
恩
、

共
蒙
改
姓
。

と
言
う
奏
言
が
記
さ
れ
て
い
て
、

葛
井
連

(白
猪
史
の
後
)
道
依
等
に
葛
井
宿
祢
、

船
連
(船
史
)
今
道
等
に
宮
原
宿
祢
、
津
連

(津
史
)
吉
道
等
に
津
宿
祢
、
津
連
巨
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都
雄
等
に
中
科
宿
祢
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
に
改
姓
さ
れ
た
ひ
と
び
と
は
、
真

道
と
同
族
の
津
連
も
い
る
か
ら
、
菅
野
朝
臣
と
な

っ
た
真
道
の
上
表
を
、
熟
知
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

延
暦
十
八
年

(七
九
九
)
に
諸
氏
に
本
系
帳
の
提
出
が
命
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
を
も
と

に

『
新
撰
姓
氏
録
』
が
編
纂
さ
れ
、
弘
仁
六
年

(八
一
五
)
最
終
的
に
完
成
し
た
。

こ
の

『
姓
氏
録
』
右
京
諸
蕃
下
百
済
に
は
、

宮
原
宿
祢

菅
野
朝
臣
同
祖
。
塩
君
男
智
仁
君
之
後
也
。

船
連菅

野
朝
臣
同
祖
。
大
阿
郎
王
三
世
孫
智
仁
君
之
後
也
。

と
、
船
史
の
後
商
は
、
直
接
の
祖
を

「
智
仁
君
」
と
し
て
本
系
帳
を
提
出
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(51
)至

鍵

L
と

「
智
仁
君
」
が

「
王
辰
爾
」
に
比
定
で
き
る
こ
と
は
、
狩
谷
液

斎
や
井
上
氏
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
用
字
の
差
は
、
同
系
三
氏
の

所
伝
の
差
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
船
史
の
系
統
は

一
貫
し
て

「智
仁
」
と
し
て

い
る
か
ら
、
船
史
の

「
祖
王
辰
爾
」
が
見
え
る
記
事
で
も
、
単
純
に
船
史
の
所
伝

と
し
て
、

「臼
猪
史
の
家
伝
」
と
区
別
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

⑪
欽
明
紀
三
〇
年
正
月
辛
卯
朔
条
に
は
分
註
が
あ

っ
て
、

「
胆
津
者
王
辰
爾
之

甥
也
」
と
す
る
か
ら
、

「白
猪
史
の
家
伝
」
と
さ
れ
た
四
条
に
、
王
辰
爾
の
名
が

見
え
る
記
事
が
関
係
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
分
註
が

『
書
紀
』
編
者
の

加
え
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
編
者
が
関
係
す
る
と
し
た
判
断
は
無
視
す
る
べ
き
で

は
な
く
、

一
応
の
検
討
は
必
要
で
あ
る
。

栄
原
永
遠
男
氏
は
、
従
来
の
四
条
に
加
え
て
、
◎
欽
明
紀
十
七
年
七
月
己
卯
条

と
ω
敏
達
紀
四
年
晴

壬
辰
朔
条
を
考
察
の
対
象
と
し
、
二
種
の
原
史
料
か
ら
成

る
と
し
て
お
ら
れ
る
。
◎
の

「葛
城
山

田
直
瑞
子
」
は
、
⑧
欽
明
紀
三
〇
年
四
月

条

に

「
瑞
子
」
と
氏
姓
が
省
略
さ
れ
て
い
る
上
に
、

「瑞
子
見
上
」
と
の
分
註
が

附
け
ら
れ
て
い
る
。
後
の
⑧
で
氏
姓
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
は
、

一
連
の
原
史
料

の
中

で
続
け
て
記
さ
れ
て
い
た
時
に
生
じ
易
い
し
、
こ
の
⑧
と
⑤
に
は
栄
原
氏
が

『書
紀
』
に
は
他
に
所
見
が
な
い
と
さ
れ
た

「田
令
」
が
共
に
記
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
人
名
と
用
語
に
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
ω
は
、
馬
子
が
都
に
帰
り
、
屯
倉
の

事
を
天
皇
に
復
命
し
た
記
事
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
派
遣
を
こ
の
条
の
前
に
求
め
る

と
、
③
敏
達
紀
元
年
十
月
丙
申
条

の
結
果
と
な
る
。
こ
こ
で
も
、
◎
に

「蘇
我
馬

子
大
臣
」
と
あ
る
の
が
、
ω

で
は
氏
を
省
略
し
て

「馬
子
宿
屯
大
臣
」
と
な
っ
て

い
て
、
㈹
と
⑧
の
場
合
に
類
似
し
て
い
る
。
㈲
と
ω
も
白
猪
史
関
係
記
事
に
加
え

得
る
が
、
六
条
の
記
事
を
二
種
に
分
け
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

栄
原
氏
も
別
系
統
と
し
て
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
敏
達
紀
十
二
年
是
歳
条
に
、

「
日
羅
等
行
到
吉
備
児
嶋
屯
倉
」
と
あ
る
。
十
二
年
条
の
全
体
、
七
月
丁
酉
条
以

下
が
日
羅
の
来
朝
記
事

で
あ
る
。
白
猪
史
の
み
な
ら
ず
船
史

・
津
史
と
の
関
係
も

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
㈹
の

「備
前
児
嶋
郡
置
屯
倉
」
と

「
吉
備
」
と

「備
前
」
の

用
字
も
異
な
る
の
で
除
外
す
る
。

角
林
文
雄
氏
は
、
王
辰
爾
の
名
が
見
え
る
㈹
欽
明
紀
十
四
年
七
月
甲
子
条

・
㈲(

18
)

敏
達
紀
元
年
五
月
丙
辰
条

・
ω
同
三
年
十
月
戊
戌
条
の
三
条
を
加
え
て
お
ら
れ
る
。

前
記
の
よ
う
に
、
⑪
欽
明
紀
三
〇
年
正
月
辛
卯
朔
条
に
は
、
分
註
に
よ
り
王
辰
爾

と
の
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
㈹
と
ω
に
つ
い
て
は
妥
当
な
処
置
で
あ
る
。

し
か
し
、
㈹
は
欽
明
紀
三

一
年
四
月
乙
酉
条
か
ら
、
敏
達
紀
元
年
七
月
条
に
か
け

て
の
高
麗
使
節
来
朝
記
事
の

一
部
に
も
な

っ
て
い
る
か
ら
、
ど
ち
ら
の
系
統
に
属

す
る
か
判
別
の
必
要
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
角
林
氏
は
、
◎
に
続
く
欽
明
紀
十
七
年
十
月
条
に
、

冬
十
月
。
遣
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
祢
等
、
於
倭
国
高
市
郡
、
置
韓
人
大
身
狭
屯

倉

酷
灘
猷
堵
、
・
高
麗
人
小
身
狭
屯
倉

・
紀
国
置
海
部
屯
倉
。

を
本
鵜矯
身
酬
拠
触
購

部
、
高
麗
人
為
小
身
狭
屯
倉
田
部
。
是
即
、
以
韓
人

・高
麗
人
、
為
田
部
。
故
因
、
為
屯
倉
之
号
也
。

と
あ
る
も
の
も
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
条
の
書
き
出
し

「遣
蘇
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刀く

我
大
臣
稲
目
宿
祢
」
が
、
㈹
欽
明
紀
十

六
年
七
月
壬
午
条
と
◎
同
十
七
年
七
月
己

卯
条
に

一
致
し
、
三
者
と
も
屯
倉
設
置

の
記
事
で
あ
り
、
ま
た
半
島
系
移
民
が
関

(
19
)

係
し
て
い
る
の
三
点
で
あ
る
。
角
林
氏
が
指
摘
さ
れ
た
ほ
か
に
も
、
◎
と
の
間
に

分
註
の
存
在
と
い
う
共
通
点
も
あ
る
。

し
か
し
こ
の
条
に
は
日
付
干
支
が
な
く
、
㈹
と
◎
に
は
あ
る
と
い
う
形
式
の
不

一
致
が
あ
る
。
ま
た
、
屯
倉
設
置
と
い
う
共
通
点
は
、
か
な
り
安
易
に
設
定
さ
れ

て
い
て
、
記
事
の
要
素
が
異
な

っ
て
い
る
。
こ
の
条
に
は
、
屯
倉
と
田
部
の
設
置

を
記
す
が
、
◎

に
は
屯
倉
の
設
置
と
田
令
の
任
命
が
あ
り
、
㈹
自
体
に
は
田
部
も

田
令
も
な
く
、
◎
欽
明
紀
三
〇
年
正
月
辛
卯
朔
条
と
㈹
同
年
四
月
条
に
至
り
、
既

設
の
田
部
の
検
定

・
検
閲
と
田
令
の
任
命
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
条
に
は
田
令
の

任
命
が
な
い
の
に
、
同
種
の
記
事
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
か
。
半
島
系
移
民
の
関
与

の
意
味
も
曖
昧
で
、
◎
に
は
見
え
な
い
上
に
、
こ
の
条
で
は
支
配
さ
れ
る
田
部
、

⑧

で
は
支
配
す
る
田
令
と
な
る
か
ら
、

二
条
の
記
事
は
性
格
上
大
差
が
あ
る
。

杜
撰
な
類
似
点
の
指
摘
の
結
果
、
角
林
氏
は
こ
の
条
と
安
閑
紀
の
屯
倉
関
係
記

事
は
、
国
を
単
位
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
全
て
が
推
古
紀
二
八
年
是

(
20
)

歳
条
に
見
え
る

「
国
記
」
か
ら
出
た
と
し
て
お
ら
れ
る
。
安
閑
元
年
紀
の
諸
条
は

屯
倉
設
定
の
由
来
が
詳
し
い
特
色
を
持
ち
、
同
二
年
五
月
甲
寅
条
は
諸
国
の
屯
倉

設
定
以
外
の
記
事
が
な
く
、
同
年
九
月

丙
午
条
に
は

「
屯
倉
之
税
」
の
管
掌
者
を

記
す
の
み
で
、
相
互
に
、
ま
た
欽
明
紀
の
三
条
と
の
間
に
、
内
容
と
形
式
の

一
致

が
な
く
、
同

一
の
材
料
か
ら
同
時
に
採

録
さ
れ
た
こ
と
を
一75
す
徴
証
が
な
い
。
も

し
こ
れ
ら
の
全
て
が

「国
記
」
の
記
事

を
示
す
と
す
れ
ば
、
聖
徳
太
子
と
大
臣
蘇

我
馬
子
が
共
議
し
て
録
し
た

「
国
記
」

に
、
形
式
と
内
容
を
統

一
す
る
方
針
す
ら

無
か
っ
た
事
に
な
る
。
そ
こ
に
㈹
か
ら
⑪

に
加
え
て
欽
明
紀
十
七
年
十
月
条
を
加

え
忙
十
条
が
含
ま
れ
て
い
た
と
は
断
定

で
き
ず
、
角
林
氏
の
よ
う
に
信
頼
性
が
高

い
と
も
評
価
で
き
な
い
。

さ
ら
に
角
林
氏
は
、

『
姓
氏
録
』
河
内
国
皇
別
に
、

大
戸
首

阿
閑
朝
臣
同
祖
。
大
彦
命
男
比
毛
由
比
命
之
後
也
。
論
安
閑
御
世
、
河
内

国
日
下
大
戸
村
造
立
御
宅
、
為
首
仕
奉
行
。
傍
賜
大
戸
首
姓
。
過
本
紀
漏
。

と
あ
る
記
事
の

「識
安
閑
」
以
下

「
大
戸
首
姓
」
ま
で
と
、
左
京
神
別
上
に
、

小
治
田
宿
祢

石
上
同
祖
。
欽
明
天
皇
御
代
、
依
墾
開
小
治
田
鮎
田
、
賜
小
治
田
大
連
。

(
21
)

と
見
え
る

「欽
明
天
皇
」
以
下
と
を
、

「
国
記
」
の
逸
文
と
し
て
お
ら
れ
る
。
安

閑
紀
と
欽
明
紀
の
屯
倉
関
係
記
事
が

「
国
記
」
を
材
料
と
す
る
と
し
な
が
ら
、
そ

の
時
期
と
す
る
な
お
二
条
の
逸
文
が
あ
る
と
す
る
の
は
自
家
撞
着
で
は
な
か
ろ
う

か
。

「
国
記
」
か
ら
氏
族
伝
承
が
出
た
と
す
る
過
程
の
説
明
も
な
く
、

「国
記
」

を
見
て
本
系
帳
を
製
作
し
た
と
す
る
と
、

『
姓
氏
録
』
所
載
の

=

八
二
氏
中
の

二
例
に
し
か
過
ぎ
な
い
理
由
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
二
条
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

氏
姓
の
由
来
を
簡
潔
に
記
し
た
の
か
、

『姓
氏
録
」
抄
本
の
抄
出
過
程
で
省
略
さ

れ
た
た
め
、
極
限
さ
れ
た
要
素
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
形
式
が

一
致
し
た
の
で

あ
る
。
形
式
の
観
点
は
重
要
で
あ
る
が
、
要
素
や
内
容
と
併
せ
て
考
察
す
べ
き
で

あ

っ
て
機
械
的
に
取
扱

っ
て
は
な
ら
な
い
。
上
述
の
疑
問
は
、
角
林
氏
が
屯
倉
設

置
記
事
と
賜
姓
記
事
を
区
別
し
て
お
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
生
じ
て
い
る
。

欽
明
紀
十
七
年
十
月
条
は
、
そ
の
前
条
に
◎
同
年
七
月
己
卯
条
が
あ
り
、
㈲
十

六
年
七
月
壬
午
条
に
近
く
、
こ
の
三
条
が
欽
明
紀
に
設
置
が
見
え
る
屯
倉
の
全
て

で
あ
り
、
形
式
の

一
致
も

一
部
に
は
あ
る
が
全
て
に
渉
る
こ
と
も
な
く
、
記
事
の

要
素
や
内
容
は
　㈹

・
◎
と
異
質

で
あ
る
。

一
致
点
は
同

一
の
編
者
に
よ

っ
て
採
録

さ
れ
た
為
に
生
じ
、
相
違
点
は
材
料
と
時
期
を
異
に
し
て
採
録
さ
れ
た
為
に
生
じ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
条
は
除
外
す
る
。

笹
川
進

二
郎
氏
は
、
白
猪
屯
倉
と
児
島
屯
倉
と
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、
㈹
欽

明
紀
十
六
年
七
月
壬
午
条

・
◎
同
十
七
年
七
月
己
卯
条

・
◎
同
三
〇
年
正
月
辛
卯

朔
条

・
⑧
同
年
四
月
条

・
⑬
敏
達
紀
、一、年
十
月
丙
申
条

・
ω
同
四
年

二
月
壬
辰
朔
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(
22
)

条
と
、
日
羅
来
朝
記
事
の
敏
達
紀
十
二
年
是
歳
条
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
最
後
の

敏
達
紀
十
二
年
是
歳
条
を
除
外
す
る
理
由
は
前
に
述
べ
た
。
ま
た
、
王
辰
爾

一
族

の
史
料
と
し
て
、
㈹
欽
明
紀
十
四
年
七
月
甲
子
条

・
㈹
敏
達
紀
元
年
五
月
丙
辰
条

・
⑪
同
三
年
十
月
戊
戌
条
と
、
皇
極
紀

四
年
六
月
己
酉
条
に
、

蘇
我
臣
蝦
夷
等
臨
詠
、
悉
焼
天
皇
記

・
国
記

・
珍
宝
。
船
史
恵
尺
即
疾
取
所

焼
国
記
、
而
奉
献
中
大
兄
。

と
あ
る
記
事
を
掲
げ
て
お
ら
れ
る
。
最
後
の
条
は
、
王
辰
爾
に
直
接
関
係
す
る
も

の
で
は
な
く
、

『書
紀
』
の
船
史
関
係

記
事
を
網
羅
す
る
も
の
の

一
で
も
な
い
か

ら
、
角
林
氏
の
説
を
受
け
て
、
船
史
が

「
国
記
」
編
纂
に
関
与
し
て
い
た
と
す
る

(
23
)

挙
証
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。
王
辰

爾
の
用
字
は
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
船

史
自
体
が
伝
え
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
推
古
紀
以
下
の
船
史
に
関
す
る
記
事
と

共
に
こ
の
記
事
も
除
外
す
る
。

三
、
九
条
の
記
事

の
特
殊
性

『
日
本
書
紀
』
に
記
載
さ
れ
た
白
猪
史
に
関
係
す
る
記
事
は
、
前
節
で
検
討
し

た
よ
う
に
、
欽
明
紀
の
五
条
と
敏
達
紀

の
四
条
、
計
九
条

で
あ
る
。
先
説
の
指
摘

を
圓
顧
し
な
が
ら
、
用
語

・
分
註

・
要
素

・
内
容
の
四
点
を
中
心
に
し
て
抽
出
し

た
。
こ
の
九
条
の
記
事
は
欽
明
紀
と
敏
達
紀
に
分
載
さ
れ
る
が
、
両
紀
の
中

で
、

同

一
編
者
に
よ
り
、
同

一
時
期
に
、
同

一
の
材
料
を
、
同
時
に
切
断
し
て
編
年
配

列
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
。
角
林
文
雄
氏
が
指
摘
し
て
お

(
24
)

ら
れ
る
㈹
欽
明
紀
十
六
年
七
月
壬
午
条

と
◎
同
十
七
年
七
月
己
卯
条
の

「
遣
蘇
我

大
臣
稲
目
宿
祢
」
は
、
◎
に
続
く
十
月
条
に
も
あ
り
、
③
敏
達
紀
三
年
十
月
丙
申

条
に

「
遣
蘇
我
馬
子
大
臣
」
と
あ
る
の
を
含
め
て
、
同
じ
編
者
が
近
い
時
期
に
採

録
し
て
記
載
形
式
を
統

一
し
て
挿
入
し
た
可
能
性
を
示
し
、
同
じ
材
料
か
ら
出
た

か
と
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
㈹
欽
明
紀
十
四
年
七
月
甲
子
条
に

「
賜
姓
為
船

史
」
と
あ
る
形
式
は
、
⑧
欽
明
紀
三
〇
年
四
月
条
の

「
賜
姓
為
白
猪
史
」
と
⑪
敏

達
紀
三
年
十
月
戊
戌
条
の

「
賜
姓
為
津
史
」
に
も
あ
り
、
上
例
と
同
じ
性
格
の
も

の
で
あ
る
。

こ
の
三
例
は
欽
明
紀
と
敏
達
紀
に
は
他
の
例
を
見
な
い
が
、
屯
倉
関
係
記
事
が

上
記
四
条
、
賜
姓
記
事
も
上
記
三
条
に
限
ら
れ
る
為

で
、

『書
紀
』
の
他
巻
に
も

例
が
あ
る
か
ら
、
編
者
が
記
事
を
立
て
る
時
に
形
式
を
統

一
し
た
と
す
る
の
が
妥

当
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
連
の
原
史
料
の
作
者
が
、
そ
の
著
述
に
当
り
形
式
を
統

一
し
て
お
り
、
そ
の
形
式
が

『
書
紀
』
編
者
の
形
式
と

一
致
し
て
い
た
の
で
、
原

史
料
の
形
式
が

『書
紀
』
に
表
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
な
い
訳
で
は
な
い
。

『
日
本
喬
紀
』
の
編
纂
方
針
が
形
式
の
面
で
最
も
顕
著
な
の
は
、
坂
本
太
郎
氏

(
25
)

が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
年
時
の
記
し
方
で
あ
る
。
敏
達
紀
に
例
を
と
る

と
、

「
三
年
夏
五
月
庚
申
朔
甲
子
」
の
よ
う
に
、
年

・
四
季

・
月

・
月
朔
干
支

・

日
付
干
支

の
順
に
よ
り
、
年
を
除
く

一
部
あ
る
い
は
全
部
を
省
略
す
る
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し

一
般
に
は
、
金
石
文
を
含
む
八
世
紀
以
前
に
成
立
し
た
史
料
が
、
成

立
年
代
よ
り
見
て
過
去
の
年
時
の
事
項
を
記
述
す
る
と
き
、
日
付
ま
で
記
す
こ
と

は
希
で
あ
る
。

『書
紀
』
・
『
続
紀
』
と
同
内
容
の
記
事
も
あ
る

『家
伝
』
を
例
に
と
る
と
、
鎌

足
伝
と
貞
陣.心伝
に
は
死
亡
の
日
付
の
み
、
武
智
麻
呂
伝
に
は
誕
生
と
死
亡
の
前
日

お
よ
び
火
葬
の
日
付
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

『書
紀
』
に
引
用
さ
れ
て
日
付

が
あ
る

『百
済
記
』
・
『
百
済
新
撰
』
・
『
百
済
本
紀
』
や
、

『南
天
竺
婆
羅
門
僧
正

碑
バ
序
』
・
『唐
大
和
上
東
征
伝
』
・
『
万
葉
集
』
の
巻
五
か
ら
巻
八
と
巻
十
七
か
ら

巻

二
〇
な
ど
は
例
外
で
あ
る
。
百
済

に
関
す
る
記
録
の
ほ
か
に
、
日
次
記
の
形
に

な

っ
て
以
後
の
政
府
の
記
録
や
、
個
人
の
日
録
風
の
手
記

・
日
記
に
よ
る
以
外
の

『書
紀
』
の
記
事
の
材
料
に
、
日
付
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
記
事
を

立
て
た
例
は
希

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
元
興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
に
は
、
四
例
の
日
付
が
あ
る
。
縁
起
部

分

の
冒
頭
と
末
尾
に
、
推
古
朝
の

「
歳
次
癸
酉
正
月
九
日
」
あ
る
い
は

「元
日
」
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(
26
)

と
す
る
日
付
が
あ
り
、
推
古
紀
で
は
二
五
年
に
相
当
す
る
が
、

『
書
紀
』
に
採
録

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
日
付
を
含
む
部
分
は
前
後
共
に
後
世
の
附
加
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、

『
書
紀
』
編
者
が
見
た
原
史
料
に
は
無
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
文

(
27
)

中
に
敏
達
朝
と
す
る

「
乙
巳
年
二
月
十
五
日
」
は
、
敏
達
紀
に

「
十
四
年

(
乙
巳
)

春
二
月
戊
子
朔
壬
寅

(+
五
日
)
」
と
し
、
同
じ
内
容
の
記
事
を
掲
げ
て
い
る
。
最

後
の

「
丈
六
光
銘
」
に
は
、
推
古
朝
の

「
十
三
年
歳
次
乙
丑
四
月
八
日
戊
辰
」
と

(
28

)

戊
辰
年
の

「
明
年
己
巳
四
月
八
日
甲
辰
」
の
二
例
が
あ
る
。

『書
紀
』
で
は
十
三

年
の
銘
文
の
内
容
を

「
十
三
年

(乙
丑
)
夏
四
月
辛
酉
朔

(
一
日
)
」
の
条
に
掲
げ
、

戊
辰
年
の
内
容
を
も
含
め
て
い
る
。

「
明
年
己
巳
」

は
十
七
年
己
巳
に
当
る
が
、

「
十
四
年

(丙
寅
)
四
月
乙
酉
朔
壬
辰

(
八
口
)
」
に
置
い
て
い
る
。

「
十
三
年
歳

次
乙
丑
四
月
八
日
戊
辰
」
を

「
辛
酉
朔
」
に
誤
る
理
由
は
考
え
ら
れ
な
い
。

「辛

酉
朔
」
に
続
く
は
ず
の

「戊
辰
(八
日
)」

が
、

編
纂
途
上
の
過
失
、
あ
る
い
は
後

世
の
誤
写
に
よ
っ
て
脱
落
し
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
明
年
己
巳
四
月
八
日
甲
辰
」

以
下
に
つ
い
て
福
山
敏
男
氏
は
、

「
明
年
」
の
前
に

「戊
辰
年
」

と
あ
る
の
を
編

者
が
見
逃
し
、

そ
の
前
の
十
三
年

(乙
丑
)
の
翌
年
と
考
え
、
「
四
月
八
日
甲
辰
」

(
29
)

の
干
支
を

「
夏
四
月
乙
卯
朔
壬
辰
」
と
改

め
た
と
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
編

者
が
材
料
と
し
た
原
史
料
に
は

「戊
辰
年
」
が
脱
落
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
年
の

事
項
を
十
三
年
に
連
記
し
て
、
十
四
年

に
相
当
す
る
よ
う
日
付
干
支
を
改
め
た
と

す
る
の
が
、
素
直
な
解
釈

で
は
あ
る
ま

い
か
。
推
古
紀
の
三
条
が
、
寺
院
系
統
の

材
料
の
日
付
に
よ
り

『書
紀
」

の
日
付
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
僅
か
な
例
で

あ
る
。

古
代
史
料
の

一
般
例
か
ら
考
え
る
と
、
明
証
が
あ
る

『書
紀
』
の
日
付
の
外
に

は
、
材
料
に
日
付
が
な
い
時
に
も
、
神
武

紀
即
位
前
紀
や
元
年
の
干
支

に
よ
る
年

次
表
記
の
よ
う
に
、
編
者
の
判
断
を
根
拠

と
し
て
附
せ
ら
れ
た
日
付
が
か
な
り
多

い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
背
古
真
哉
氏
の
示
教
に
よ
る
と
、

『書
紀
』

の
日
付
干
支
は
月
の
前
半
に
偏
る
こ
と
が
多
く
、
人
為
的
操
作
の
結
果
と
思
わ
れ

る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
日
付
干
支
の
記
載
の
傾
向
も

九
条
の
記
事
の
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
㈹
か
ら
◎
ま
で
す
べ
て

七
月

で
あ
る
上
に
、
そ
の
㈹
甲
子

(一一百
)
・
㈹
壬
午

(四
日
)
・
◎
己
卯

(
六
口
)

の
三
干
支
は
、
編
者
の
癖
を
示
す
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。

九
条

の
内
で
日
付
干
支
が
な
い
の
は
、
先
に
も
ふ
れ
た
が
⑧
欽
明
紀
三
〇
年
四

月
条
の
み
で
、
是
月

・
是
歳
と
す
る
条
も
な
い
。
日
付
干
支
が
あ
る
記
事
の
比
率

は
、
欽
明
紀
㈹
か
ら
⑧
ま
で
の
五
条
中
に
四
条
め
っ
て
八
〇
%
、
敏
達
紀
㈲
か
ら

ω
ま
で
の
四
条
の
全
て
で

一
〇
〇
%
、
合
計
す
る
と
九
条
申
の
八
条
で
八
八

・
九

%
に
上
る
。
前
天
皇
紀
と
併
出
す
る
記
事
が
あ
る
即
位
前
紀
と
太
歳
干
支
の
記
事

を
除
く
と
、
巻
十
九
欽
明
紀
に
は
記
事
九
四
条
あ
る
が
、
日
付
干
支
が
あ
る
の
は

三
三
条
で
、
三
五

・
一
%
に
過
ぎ
な
い
。
巻
二
〇
敏
達
紀
は
や
や
傾
向
が
異
な

っ

て
い
て
、
四
二
条
中
二
四
条
に
日
付
干
支
が
あ
る
が
、
五
七

・
一
%
に
止
り
、
合

計
す
る
と

=
二
六
条
中
の
五
七
条
で
四

一
・
九
%
と
な
る
。

一
部
の
季
月
や
日
付

干
支
が
脱
落
し
た
場
合
、
そ
の
発
見
に
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

を
考
慮
す
る
と
全
体
の
日
付
干
支
記
載
率
は
高
ま
り
は
す
る
が
、
㈹
か
ら
㈲
ま
で

の
九
条
中
八
条
に
あ
る
日
付
干
支
は
、
両
天
皇
紀
の
中
で
は
特
異
な
傾
向
を
示
し

て
い
る
。

日
付
干
支
が
な
い
⑪
欽
明
紀
三
〇
年
四
月
条
は
、

「
夏
四
月
」
と
四
季
を
記
し

⑪
同
年
正
月
辛
卯
朔
条
に
続
く
が
、
こ
の
年
に
他
の
記
事
は
な
い
。
年
内
に
二
条

し
か
記
事
が
な
い
例
は
、
欽
明
紀
の
三
例
の
み
で
、
敏
達
紀
に
は
な
い
。
僅
か
な

例
で
は
あ
る
が
、
十
二
年
は

「
春
三
月
」
と

「
是
歳
」
の
二
条
、
二
二
年
は
月
日

不
載
と
是
歳
の
二
条
で
あ
る
。
二
例
と
も
前
後
の
記
事
に
そ
れ
ぞ
れ
関
係
が
あ
る

点
は
三
〇
年
と
同
様

で
あ
る
が
、
二
二
年
は
月
日
の
脱
落
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど

も
前
条
に
干
支
が
あ
り
後
条
に
月
名
が
あ
る
の
は
、
三
〇
年
の
例
の
み
で
あ
っ
て

や
は
り
特
殊
と
い
え
る
。

九
条
の
記
事
の
う
ち
、
同
月
中
に
二
条
の
記
事
が
あ
る
の
は
、
敏
達
紀
に
集
中
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し
、
元
年
五
月
壬
寅
朔
条
に
は
⑲
丙
辰
条
が
続
き
、
③
三
年
十
月
丙
申
条
に
は
⑪

戊
戌
条
が
続
き
、
ω
四
年
三
月
壬
辰
朔
条
に
は
乙
丑
条
が
続
い
て
い
る
。
敏
達
紀

の
四
条
が
全
て
含
ま
れ
、
欽
明
紀
十
例

と
敏
達
紀
七
例
の
合
計
十
七
例
の
う
ち
、

三
例
に
関
係
が
あ
る
。
欽
明
紀
十
例
の
う
ち
、
前
条
に
日
付
干
支
が
あ
る
の
は
七

例
で
、
後
条
に
も
あ
る
の
は
そ
の
う
ち
四
例
で
あ
る
。
後
条
の
残
り
の
六
例
は
全

て
是
月

で
あ
る
。
日
付
干
支
の
記
載
率

は
、
前
条
に
あ
る
も
の
七
〇
%
、
前
後
条

に
あ
る
も
の
四
〇
%
で
、
是
月
は
六
〇
%
に
な
る
。
敏
達
紀
七
例
で
は
、
前
条
全

て
に
日
付
干
支
が
あ
り

一
〇
〇
%
、
前
後
条
に
あ
る
も
の
は
五
例
で
七

一
・
四
%
、

是
月
は
二
例

で
二
八

・
六
%
で
あ
る
。
㈹
か
ら
ω
を
含
む
三
例
で
は
、
全
て
に
日

付
干
支
が
あ
り
、
記
載
率
は
前
条
、
前
後
条
と
も

一
〇
〇
%
で
、
是
月
は
○
%
と

な
る
。
敏
達
紀
の
中
の
み
を
見
て
も
か
な
り
特
異
で
あ
る
。

同
月

二
条
の
例
も
、
前
後
の
二
条
に
何
等
か
の
点
で
関
係
す
る
記
事
が
多
い
。

無
関
係
が
明
瞭
な
例
は
、
欽
明
紀
十
五
年
正
月
で
、
甲
子
条
は
敏
達
立
太
子
、
丙

申
条
は
百
済
使
節
の
記
事
で
あ
る
。
欽
明
紀
三
二
年
四
月
壬
辰
条
は
天
皇
の
発
病
、

是
月
条
は
死
亡
、
八
月
丙
子
条
は
新
羅
使
節
の
発
哀
、
是
月
条
は
帰
国
で
、
同
月

二
条
十
例
申
三
例
ま
で
が
天
皇
自
身
に
関
す
る
記
事
を
含
ん
で
い
る
か
ら
、
特
殊

な
記
事
が
多

い
と
言
え
よ
う
。
欽
明
紀

二
三
年
六
月
条
は
新
羅
弾
劾
の
詔
、
是
月

条
は
馬
飼
首
の
処
罰
の
記
事
で
関
係
は
な
い
が
、
翌
七
月
に
も
二
条
が
あ
り
、
連

月
各

二
条
の
例
は
他
に
な
く
、
己
巳
朔
条
は
新
羅
貢
調
、
是
月
条
は
新
羅
攻
撃
の

記
事
で
、
共
に
六
月
条
と
関
係
す
る
か
ら
、
配
列
上
の
要
請
か
ら
生
じ
た
の
で
あ

ろ
う
。

敏
達
紀

で
も
同
様
の
傾
向
で
、
元
年
四
月
甲
戌
条
は
即
位
、
是
月
条
は
造
宮
と

大
連

・
大
臣
の
確
認
、
四
年
三
月
甲
子
条
は
立
后
、
是
月
条
は
立
妃
と
、
天
皇
に

関
係
す
る
三
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は

「
帝
紀
」
か
ら
採
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

十
四
年
二
月
壬
寅
条
の
日
付
干
支
は
、
上
述
の
よ
う
に
原
史
料
か
ら
取
ら
れ
た
例

の

一
で
あ
る
。
二
月
辛
亥
条
は
、
現
在

の

『
元
興
寺
縁
起
資
財
帳
』
に
は
該
当
部

分
が
な
く
、
仏
法
伝
来
の
記
載
後
に
あ
る
記
事
と
ほ
ぼ

一
致

し

て

い

て
、

『
書

紀
』
で
は
欽
明
紀
十
三
年
十
月
条
の
後
半
に
あ
る
記
載
を
再
録
す
る
よ
う
な
形
で

あ
り
、
続
く
三
月
丁
丑
条
と
丙
戌
条
も
、

「
縁
起
資
財
帳
」
に
内
容
は
見
え
る
が

日
付
は
な
い
。

『書
紀
』
編
者
が
材
料
と
し
た
原
史
料
は
、
上
で
も
見
た
よ
う
に

現
行
の

『
元
興
寺
縁
起
資
財
帳
』
と
は
異
な
る
記
載
を
も

っ
た
ら
し
い
か
ら
、
確

言
は
で
き
な
い
が
、
二
月
辛
亥
条
と
三
月
丁
丑
条

・
丙
戌
条
の
三
条
の
日
付
干
支

は
、

『書
紀
』
編
者
に
よ

っ
て
附
加
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
二
月
と
三
月
の
同

月

二
条
の
例
は
、
同

一
の
材
料
か
ら
採
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
月

二
条
の
例
は
、

『書
紀
』
編
者
が
同

一
材
料
か
ら
採
録
し
た
も
の
を
含
み
、

前
後
条
に
関
係
あ
る
も
の
が
多

い
。
編
纂
上
の
便
宜
や
特
別
の
必
要
が
な
け
れ
ば
、

同
月
二
条
を
避
け
、
記
事
が
空
白
に
な
る
月
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
に
意
図
し
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
年
内

二
条
の
場
合
も
同
様
に
、
年
内
に
記
事
が
な
い
こ
と

を
避
け
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
年
内
二
条
や
同
月
二
条
の
記
事
は
、
特
殊

例
で
あ
ろ
う
。

対
象
の
九
条
の
内
の
同
月

二
条
に
も
ど
る
と
、
◎
敏
達
紀
三
年
十
月
丙
申
条
と

㈲
戊
戌
条
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
る
白
猪
史
関
係
記
事
で
、
同

一
材
料
か
ら

採
録
さ
れ
た
可
能
性
を
持

っ
て
い
る
。
敏
達
紀
元
年
五
月
壬
寅
朔
条
は
、
高
麗
使

節
の
関
係
記
事

で
、
⑲
丙
辰
条
は
白
猪
史
関
係
記
事
と
見
て
来
た
が
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
高
麗
の

「
表
跣
」
も
関
係
す
る
か
ら
壬
寅
朔
条
と
連
続
す
る
と
も
思

わ
れ
る
の
で
改
め
て
検
討
す
る
が
、
二
条
が
無
関
係

で
は
な
い
。

最
後
の
ω
敏
達
紀
四
年
二
月
壬
辰
朔
条
と
乙
丑
条
の
関
係
は
特
異
で
あ
る
。
ω

壬
辰
朔
条
は
、
蘇
我
馬
子
が
帰
京
し
屯
倉
の
事
を
天
皇
に
報
告
し
た
記
事
、
乙
丑

条
は
百
済

の
進
調
が
例
よ
り
多
か

っ
た
と
す
る
記
事

で
、
両
者
に
関
係
は
な
い
。

ま
た
両
条
と
も
干
支
に
問
題
が
あ
る
。
二
月
の
朔
は
、
推
算
に
よ
る
と
元
嘉
暦

・

儀
鳳
暦
共
に
丙
申
で
、
正
月
と
四
月
の
月
朔
干
支
か
ら
繰

っ
て
も
同
様
で
、

「
壬

辰
朔
」
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
二
月
に
は

「
乙
丑
」
は
な
く
、
正
月
ま
た
は
三
月
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『
壬
辰
朔
』
に
つ
い
て
は
、

『
増
補
六
国
鯉

日
奎

.紀
の
よ
う
に
、
委

を

一

「丙
戌
朔
壬
辰
」
と
改
め
る
見
解
が
多
か

っ
た
。

『
童
.紀
』
の
編
者
が
二
月
の
月

朔
干
支
と

七
日

(壬
辰
)
の
日
付
干
支

を
求
め
た
時
、

壬
辰
を
月
朔
干
支
と
誤

っ

て
記
載
し
た
と
見
る
か
、
伝
写
の
間
に
月
朔
干
支
が
脱
落
し
た
後
、
朔
と
壬
辰
を

顛
倒
し
て
写
さ
れ
た
の
が
定
着
し
た
と
す
る
か
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
伝

一
本
に
な
い
誤
脱
を
想
定
す
る
の
は
・
校
合
上
不
穏
当
で
あ
る
.
編
者
の
過
失
と
考

…
え
る
場
合
、
こ
の
記
事
が
二
月
七
日
の
こ
と
と
断
定
す
る
根
拠
も
な
い
か
ら
、
月

垣

委

と
日
付
干
支
の
混
同
と
す
る
の
み
が
解
決
で
は
な
く
、
本
文
を
改
訂
す
る

の
も
や
は
り
不
穏
当
で
あ
る
。

編
者
の
過
失
に
は
今
ひ
と
つ
の
場
合

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
例
を
使
う
と
、
月

朔
が
壬
辰
と
な
る
月
に
立
て
る
べ
き
記
事
を
誤

っ
て
四
年
二
月
に
置
い
た
と
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
過
失
の
例

は
欽
明
紀
十
四
年
の

「
五
月
戊
辰
朔
」
条

に
あ

っ
て
、
ω
二
月
壬
辰
朔
条
に
似
た
関
連
す
る
是
月
条
を
伴
う
例
で
あ
る
。
十

一
四
年
五
月
の
朔
は
壬
戊
で
、
十
三
年
に
は
正
し

～

「
五
月
戊
辰
朔
乙
亥
」
が
あ
る
。

十
四
年
五
月
戊
辰
朔
条
に
は
、
更
に
過
失
が
重
複
し
て
い
る
ら
し
い
。
漂
着
し

た
樟
木
で
吉
野
寺
の
仏
像
を
造
立
し
た
記
事
で
あ

っ
て
、
こ
れ
を
前
年
五
月
に
挿

　
入
す
る
と
・
是
月
条
を
伴
な
う
か
ら
・
他
に
例
が
な
い
月
間
三
条
と
な
る
上
に
、

十
ご
、年
十
月
条
の
仏
教
伝
来
記
事
の
前

に
な
る
と
い
う
矛
盾
も
起
る
。
十
四
年
五

月
朔
の
条
を
立
て
よ
う
と
し
た
と
き
の
過
失
と
す
る
の
が
妥
当
な
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。

「
壬
戌
朔
戊
辰
」
と
干
支
を
正
し
く
記
し
た
伝
本
も
な
い
。

『
日
本
霊
異

記
』
上
巻
の

「信
敬
三
宝
得
現
報
縁
第

三
」
に
は
、
類
似
し
た
内
容
の
記
述
が
あ

り
、
後
出
の
文
献
で
は
あ
る
が
、
内
容
や
用
字
に
差
違
が
あ

っ
て
、

『
書
紀
』
に

で
は
な
く
、

『書
紀
』
と
共
通
す
る
原
史
料
、
吉
野
寺
の
縁
起
に
よ

っ
て
い
る
ら

(
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し
い
。

『
霊
異
記
』
で
は
説
話
の
年
代
も
異
な
り
、

「
敏
達
天
皇
之
代
」
と
な

っ

て
い
る
。
も
し
こ
れ
を
原
型
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
敏
達
紀
十
四
年
五

月
に
立
て
よ
う
と
し
た
材
料
を
、
誤

っ
て
欽
明
紀
十
四
年
と
し
、
更
に
干
支
を
誤

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
敏
達
紀
十
四
年
に
は
記
事
が
多
く
、
上
述
の
二
月
と
三
月

の
同
月
二
条
の
例
も
あ
る
が
、
五
月
に
は
記
事
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の

は
、
穏
当
を
欠
く
で
あ
ろ
う
か
。

ω
壬
辰
朔
条
に
つ
い
て
、
敏
達
紀
四
年
前
後
に
壬
辰
の
月
朔
を
求
め
る
と
二
年

十
二
月
に
あ
る
。
こ
こ
に
移
す
の
で
は
、
③
三
年
十
月
丙
申
条
に
馬
子
の
派
遣
が

見
え
る
前
に
な

っ
て
矛
盾
す
る
。
再
度
の
過
失
を
重
ね
て
想
定
す
る
の
は
慎
し
む

べ
き
で
あ
る
が
、
三
年
十
二
月
な
ら
ば
正
月
を
越
え
て
の
帰
京
よ
り
も
無
理
は
な

く
、
他
の
記
事
も
無

い
の
で
、
◎
条
と
同
月
の
⑳
戊
戌
条
は
、
十

一
月
条
の
十
字

を
挾
ん
で
十
二
月
の
ω
条
と
並
び
、
三
条
の
関
係
も
緊
密
に
な
る
。
三
年
十
二
月

の
月
朔
干
支
を
、
二
年
十
二
月

の
壬
辰
と
誤
ま
っ
た
後
に
、
正
当
な
位
置
で
は
な

く
四
年
二
月
に
置
い
た
と
す
る
憶
測
で
あ
る
が
、
可
能
性
が
全
く
無
い
訳
で
も
な

く
、
類
例
あ
る
仮
説
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

次
に
二
月
の
乙
丑
条
は
、

「
己
丑
」
と
す
る
伝
本
も
な
い
か
ら
改
め
な
い
と
す

る
と
、
正
月
は
立
后
と
立
妃
の
記
事

の
間
に
入
り
月
間
三
条
と
な
る
し
、
四
月
条

は
百
済

へ
の
遣
使
で
、
続
く
六
月
条
も
新
羅
の
進
調
が
常
例
よ
り
多
い
と
す
る
類

似
の
記
事
な
の
で
、

『
書
紀
集
解
」
の
見
解
を
採
用
し
、
前
に

「
三
月
乙
丑
朔
」

を
入
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
二
月
壬
辰
朔
条
の
誤
り
の
原
因
を
何
に
求
め
る

に
し
て
も
、
三
月

の
月
朔
干
支
が
脱
落
し
た
理
由
は
、
壬
辰
朔
条
の
挿
入
に
よ

っ

て
生
じ
た
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
欽
明
紀

の
㈹
か
ら
③
に
至
る
五
条
と
敏
達
紀

の
㈲
か
ω
に
至
る
四
条
を
、
両
紀
の
中
に
置
く
と
、
日
付
干
支
の
記
載
率

.
年
内

二
条
の
記
事

・
同
月
二
条
の
記
事
に
加
え
て
、
月
朔
干
支
と
日
付
干
支
の
誤
な
ど
、

か
な
り
特
殊
な
様
相
を
示
し
て
い
て
、
同

一
の
材
料
か
ら
切
断
し
て
、
両
紀
に
編

年
配
列
さ
れ
た
可
能
性
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

欽
明
紀
と
敏
達
紀
の
み
で
見
た
干
支
の
記
載
や
、
年
内

・
月
間
二
条
な
ど
に
つ
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い
て
は
、
当
然

『
日
本
書
紀
』
の
全
巻

に
つ
い
て
も
考
察
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

だ
充
分
に
検
討
し
て
い
な
い
が
、
神
武
紀
な
ど
古
い
年
代
を
示
す
巻
に
は
日
付
干

支
の
記
載
率
が
高
く
、
天
智
紀
以
降
に
は
同
月
二
条
の
関
係
が
な
い
記
事
や
、
三

条
以
上
の
例
が
増
す
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は

『
書
紀
』
編
纂
者
の
巻
ご
と
の
分
担

を
考
え
る
上
に
も
有
効
な
調
査
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
月
朔
干
支
を
含

む
日
付
干
支
の
誤
の
成
因
も
、
本
文
校
定
や
編
纂
手
続
を
も
考
え
な
が
ら
、
関
連

史
料
の
検
討
も
含
め
て
、
従
来
以
上
に
追
求
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

四
、
敏
達
紀
元
年

五
月
丙
辰
条

さ
き
に
検
討
を
留
保
し
た
㈲
敏
達
紀

元
年
五
月
丙
辰
条
は
、
欽
明
紀
三

一
年
四

月
乙
酉
条
に
始
る
高
麗
使
節
来
朝
の
記
事
の

一
部
に
も
な

っ
て
い
る
。
こ
の

一
連

の
記
事
は
欽
明
紀
三

一
年
か
ら
敏
達
紀

元
年
ま
で
の
大
部
分
を
占
め
、
同

一
の
材

料
か
ら
採
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
状
態
を
示
す
た
め
、
関
係
外
の
条
も

含
め
、
来
朝
記
事
に
符
号
を

つ
け
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
欽
明
紀

升

一
年
春
三
月
甲
申
朔
。
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
祢
艶
。

σり
夏
四
月
甲
申
朔
乙
酉
。
幸
泊
瀬
柴
簾
宮
。
越
人
江
淳
臣
裾
代
、
詣
京
奏
日
。

高
麗
使
人
、
辛
苦
風
浪
、
迷
失
浦
津
、
任
水
漂
流
、
忽
到
着
岸
。
郡
司
隠
匿
、

故
臣
顕
奏
。
詔
日
。
朕
承
帝
業
若
干
年
。
高
麗
迷
路
、
始
到
越
岸
。
錐
苦
漂

溺
、
尚
全
性
命
。
豊
非
徽
猷
広
被
、
至
徳
魏
魏
、
仁
化
傍
通
、
洪
恩
蕩
蕩
者

哉
。
有
司
宜
於
山
背
国
相
楽
郡
、
起
館
浄
治
、
厚
相
資
養
。

ω
是
月
。
乗
輿
至
自
泊
瀬
柴
簾
宮

。
遣
東
漢
氏
直
糠
児

・
葛
城
直
難
波
、
迎

召
高
麗
人
。

㈲
五
月
。
遣
膳
臣
傾
子
於
越
、
饗
高
麗
使
。

噸
階
部
砒
怯
大
使
審
知
膳
臣
是
皇

華
使
。
傍
謂
道
君
日
。
汝
非
天
皇

、
果
如
我
疑
。
汝
既
伏
拝
膳
臣
、
倍
復
足

知
百
姓
。
而
前
詐
余
、
取
調
入
己

。
宜
速
還
之
、
莫
煩
餅
語
。
膳
臣
聞
之
、

使
人
探
索
其
調
、
具
為
与
之
、
還
京
復
命
。

⇔⇒
秋
七
月
壬
子
朔
。
高
麗
使
到
干
近
江
。

㈹
是
月
。
遣
許
勢
臣
猿
与
吉
士
赤
鳩
、
発
自
難
波
津
、
控
引
船
於
狭
狭
波
山
、

而
装
飾
船
、
乃
往
迎
於
近
江
北
山
、
遂
引
入
山
背
高
械
館
。
則
遣
東
坂
上
直

子
麻
呂

・
錦
部
首
大
石
、
以
為
守
護
、
更
饗
高
麗
使
者
於
相
楽
館
。

珊
二
年
春
三
月
戊
申
朔
壬
子
。
遣
坂
田
耳
子
郎
君
、
使
於
新
羅
、
問
任
那
滅

由
。

㈲
是
月
。
高
麗
献
物
井
表
、
未
得
呈
葵
、
経
歴
数
旬
、
占
待
良
日
。

夏
四
月
戊
寅
朔
壬
辰
。
天
皇
寝
疾
不
予
。
皇
太
子
向
外
不
在
。
駅
馬
召
到
、

引
入
臥
内
、
執
其
手
詔
日
。
朕
疾
甚
、
以
後
事
属
汝
。
汝
須
打
新
羅
、
封
建

任
那
、
更
造
夫
婦
、
惟
如
旧
日
、
死
無
恨
之
。

是
月
。
天
皇
遂
崩
干
内
寝
。
時
年
若
干
。

五
月
。
殖
干
河
内
古
市
。

秋
八
月
丙
子
朔
。
新
羅
遣
弔
使
未
叱
子
消
等
、
奉
哀
於
箔
。

是
月
。
未
叱
子
消
等
罷
。

九
月
。
葬
干
桧
隈
坂
合
陵
。

○
敏
達
紀

(即
位
前
紀
略
)

元
年
夏
四
月

壬
申
朔
甲
戌
。
皇
太
子
即
天
皇
位
。
尊
皇
后
、
日
皇
太
后
。

是
月
。
宮
干
百
済
大
井
。
以
物
部
弓
削
連
守
屋
大
連
、
為
大
連
如
故
。
以
蘇

我
馬
子
宿
祢
、
為
大
臣
。

㈲
五
月
壬
寅
朔
。
天
皇
問
皇
子
与
大
臣
日
。
高
麗
使
人
今
何
在
。
大
臣
奉
対

日
。
在
於
相
楽
館
。
天
皇
聞
之
、
傷
側
極
甚
、
鰍
然
歎
日
。
悲
哉
、
此
使
人

等
、
名
即
奏
聞
於
先
考
天
皇
突
。
乃
遣
群
臣
於
相
楽
館
、
検
録
所
献
調
物
、

令
送
京
師
。

吻
αり
丙
辰
。
天
皇
執
高
麗
表
跣
、
授
於
大
臣
、
召
聚
諸
史
、
令
読
解
之
。
是

時
、
諸
史
於
三
日
内
、
皆
不
能
読
。
愛
有
船
史
祖
王
辰
爾
、
能
読
読
釈
。
由
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是
、
天
皇
与
大
臣
倶
、
為
讃
美
日
。
勤
乎
辰
爾
、
灘
哉
辰
爾
。
汝
若
不
愛
於

学
、
誰
能
読
解
。
宜
従
今
始
、
近
侍
殿
中
。
既
而
詔
東
西
諸
史
日
。
汝
等
所

習
之
業
、
何
故
不
就
。
汝
等
錐
衆

、
不
及
辰
爾
。
又
、
高
麗
上
表
疏
、
書
干

鳥
羽
。
字
随
羽
黒
、
既
無
識
者
。
辰
爾
乃
蒸
羽
於
飯
気
、
以
吊
印
羽
、
悉
写

其
字
。
朝
庭
悉
異
之
。

㈲
六
月
。
高
麗
大
使
、
謂
副
使
日
。
磯
城
嶋
天
皇
時
、
汝
等
違
吾
所
議
、
被

欺
於
他
、
妄
分
国
調
、
轍
与
微
者

、
宣
非
汝
等
過
微
。
其
若
我
国
王
聞
、
必

詠
汝
等
。
副
使
等
自
相
謂
之
日
。
若
吾
等
至
国
時
、
大
使
顕
道
口吾
過
、
是
不

祥
事
也
。
思
欲
楡
殺
而
断
其
[
。
是
夕
、
謀
泄
。
大
使
知
之
、
装
束
衣
帯
、

独
自
潜
行
、
立
館
中
庭
、
不
知
所
計
。
時
有
賊

一
人
、
以
杖
出
来
、
打
大
使

頭
而
退
。
次
有
賊

一
人
、
直
向
大
使
、
打
頭
与
手
而
退
。
大
使
尚
黙
然
、
立

地
而
拭
面
血
。
更
有
賊

一
人
、
執
刀
急
来
、
刺
大
使
腹
而
退
。
是
時
、
大
使

恐
伏
地
拝
。
後
有
賊

一
人
、
即
殺
而
去
。
明
旦
、
領
客
漢
坂
上
直
子
麻
呂
等
、

推
問
其
由
。
副
使
等
乃
作
矯
詐
日
。
天
皇
賜
妻
於
大
使
。
大
使
違
勅
不
受
。

無
礼
蝕
甚
。
是
以
、
臣
等
為
天
皇
殺
焉
。
有
司
以
礼
収
葬
。

@
秋
七
月
。
高
麗
使
人
罷
帰
。

是
年
也
太
歳
壬
辰
。

高
麗
使
節
の
帰
国
で

一
応
完
結
す
る
記
事
で
あ
る
が
、
敏
達
紀

二
年
の
全
部
と
三

年
前
半
に
も
高
麗
使
節
の
記
事
が
あ
り
、
こ
れ
と
関
係
す
る
文
言
が
あ
る
。

㈱
二
年
夏
五
月
丙
寅
朔
戊
申
。
高
麗
使
人
、
泊
干
越
海
之
岸
。
破
船
溺
死
者

衆
。
朝
庭
猜
頻
迷
路
、
不
饗
放
還

。
価
勅
吉
備
海
部
直
難
波
、
送
高
麗
使
。

eづ
秋
七
月
乙
丑
朔
。
於
越
海
岸
、
難
波
与
高
麗
使
相
議
、
以
送
難
波
船
人
大

嶋
首
磐
日

・
狭
丘
首
問
狭
、
令
乗
高
麗
使
船
、
以
高
麗

二
人
、
令
乗
送
使
船
。

如
此
互
乗
、
以
備
針
志
。
倶
時
発
船
、
至
数
里
許
、
送
使
難
波
、
乃
恐
畏
波

浪
、
執
高
麗
二
人
、
郷
入
於
海
。

図
八
月
甲
午
朔
r
未
。
送
使
難
波

、
還
来
復
命
日
。
海
裏
鯨
魚
大
有
、
遮
曙

船
与
繊
擢
。
難
波
等
、
恐
魚
呑
船
、
不
得
入
海
。
天
皇
聞
之
、
識
其
護
語
、

駈
使
於
官
、
不
放
還
国
。

㈹
三
年
夏
五
月
庚
申
朔
甲
子
。
高
麗
使
人
、
泊
干
越
海
之
岸
。

cり
秋
七
月
己
未
朔
戊
寅
。
高
麗
使
人
、
入
京
奏
日
。
臣
等
去
年
相
逐
送
使
、

罷
帰
於
国
。
臣
等
先
至
臣
蕃
。
臣
蕃
即
准
使
人
之
礼
、
礼
饗
大
嶋
首
磐
日
等
。

高
麗
国
王
、
別
以
厚
礼
、
礼
之
。
既
而
送
使
之
船
、
至
今
未
到
。
故
更
謹
遣

使
人
井
磐
日
等
、
請
問
臣
使
不
来
之
意
。
天
皇
聞
、
即
数
難
波
罪
日
。
欺
証

朝
庭
、

一
也
。
溺
殺
隣
使
、
二
也
。
以
蝕
大
罪
、
不
合
放
還
、
以
断
其
罪
。

③
冬
十
月
戊
子
朔
丙
申
。
遣
蘇
我
馬
子
大
臣
於
吉
備
国
、
増
益
臼
猪
屯
与
田

部
。
即
以
田
部
名
籍
、
授
白
猪
史
胆
津
。

⑪
戊
戌
。
詔
、
船
史
王
辰
爾
弟
牛
、
賜
姓
為
津
史
。

十

一
月
。
新
羅
遣
使
進
調
。

ω

(十
)
二
月
丁
亥
朔
。
馬
子
宿
祢
大
臣
、
還
干
京
師
、
復
命
屯
倉
之
事
。

(
ω
は
原
四
年
二
月
壬
辰
朔
条
)

高
麗
使
節
に
関
す
る
記
事
の
日
付
干
支
を
見
る
と
、
欽
明
紀

に
は

oっ
三

一
年
四

月
乙
酉
条
か
ら
㎝
三
二
年
三
月
是
月
条
ま
で
の
六
条
で
、
日
付
干
支
が
あ
る
の
は

の
と
国
三

一
年
七
月
壬
子
朔
条
の
二
例
あ
り
、
記
載
率
は
三
三
%
、
敏
達
紀
で
は

囲
元
年
五
月
壬
寅
朔
条
か
ら
@
秋
七
月
条
ま
で
の
四
条
中
㈲
五
月
壬
寅
条
と
㈲
㈲

同
丙
辰
条
の
二
条
で
、
記
載
率
は
五
〇
%
、
合
計
十
条
中
四
条
で
四
〇
%
と
な
る
。

こ
の
比
率
は
、
欽
明
紀
全
体
の
三
五

・
一
%
、
敏
達
紀
全
体

の
五
七

・
一
%
に
近

い
が
、
白
猪
史
関
係
記
事
と
し
た
欽
明
紀
㈹
か
ら
⑧
の
八
〇
%
、
敏
達
紀
㈲
か
ら

ω
ま
で
の
四
条

一
〇
〇
%
、
合
計
八
八

・
九
%
よ
り
も
か
な
り
低
い
。
所
属
が
問

題
の
㈲
㈹
敏
達
紀
元
年
五
月
丙
辰
条
を
除
く
と
、
白
猪
史
関
係
記
事
に
は
比
率
の

変
化
が
ほ
と
ん
ど
な
く
㈹
か
ら
⑳
が
八
条
に
な
る
た
め
全
体
が
八
七

・
五
%
に
上

昇
す
る
の
み
で
あ
る
。
高
麗
使
節
関
係
記
事

で
は
、
敏
達
紀
が
三
条
と
な
り
日
付

干
支
も

一
条
減

っ
て
三
三

・
三
%
と
欽
明
紀
と

一
致
し
、
全
体
も
同
じ
三
三

・
三
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%
の
比
率
と
な
る
。

日
付
干
支
の
記
載
率
か
ら
見
る
と
、
高
麗
使
節
関
係
記
事
は
欽
明
紀
と
敏
達
紀

の
全
体
傾
向
に
近
く
、
特
殊
性
は
な
い
。
ま
た
、
⑦
⑲
敏
達
紀
元
年
五
月
丙
辰
条

は
、
白
猪
史
関
係
記
事
の
中
で
は
問
題
と
な
ら
な
い
が
、
高
麗
使
節
関
係
記
事

の

中
で
は
、
そ
の
存
在
が
日
付
干
支
記
載
率
を
高
め
て
い
る
の
で
、
異
質
と
言
え
る
。

こ
れ
を
除
く
と
、
高
麗
使
節
関
係
記
事

で
は
、
欽
明
紀
の
部
分
と
敏
達
紀

の
部
分

と
に
お
い
て
、
記
載
率
が
等
し
く
な
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

日
付
干
支
が
無

い
記
事
は
、
白
猪
史

関
係
記
事
で
は
⑧
欽
明
紀
三
〇
年
四
月
条

の
み
で
、
年
内
二
条
の
例
で
あ
り
、
⑪
同
年
正
月
辛
卯
条
の
詔
が
実
行
さ
れ
た
結

果
を
記
し
て
い
る
。
九
条
中
の

一
条
で

=

・
一
%
、
㈲
㈲
を
除

い
て
も

一
二

.

五
%
で
あ
る
。
高
麗
使
節
関
係
記
事
で
は
、
ω
欽
明
紀
三

一
年
四
月
是
月
条

・
㈲

同
五
月
条

・
㈹
同
七
月
是
月
条

・
㈲
三
二
年
三
月
是
月
条

・
㈲
敏
達
紀
元
年
六
月

条

・
@
同
七
月
条
と
十
条
中
六
条
も
あ
り
六
〇
%
、
㈲
㈲
を
除
く
と
六
六

・
七
%

と
な
る
。
し
か
も
、
白
猪
史
関
係
記
事

に
は

一
例
も
な
い

「是
月
」
が
三
条
も
あ

り
、
前
条
の
結
果
に
な

っ
て
い
る
。
月
名
を
記
す
も
の
は
、
局
面
の
小
さ
な
転
換

を
示
し
て
い
て
、
⑧
の
場
合
と
異
な
っ
て
い
る
。

同
月
二
条
の
例
は
、
高
麗
使
節
関
係
記
事
で
は
欽
明
紀
の

と
ω
三

一
年
四
月
、

↑⇒
と
㈹
の
同
年
七
月
、
㈲
の
三

一
年
三
月
の
三
例
と
も
後
条
が

「是
月
」
で
あ
る
。

敏
達
紀
で
は
㈲
と
㈲
㈹
の
元
年
五
月
で
二
条
と
も
干
支
が
あ
る
の
は
全
四
例
中

一

例

で
、
㈲
㈲
を
除
く
と
例
外
は
無
く
な
る
。
白
猪
史
関
係
記
事
で
は
、
敏
達
紀
元

年
の
㈱
㈲
と
三
年
十
月
の
③

・
㈲
の
み
で
共
に
干
支
が
あ
る
。
高
麗
使
節
関
係
記

事

の
中
に
㈲
㈲
敏
達
紀
元
年
五
月
丙
辰
条
を
置
く
と
、
四
例
中

一
例
の
異
例
を
生

ず
る
が
、
白
猪
史
関
係
記
事
に
入
れ
れ
ば
類
例
が
倍
に
な
る
。
こ
の
条
が
高
麗
使

節
関
係
記
事
中
で
異
質
な
こ
と
は
、
こ
こ
に
も
表
れ
て
い
る
。

目
を
転
じ
て
、
㈱
敏
達
紀
二
年
五
月
戊
辰
条
か
ら
ω
同
三
年
戊
寅
条
ま
で
の
五

条
は
、
全
条
に
日
付
干
支
が
あ
る
。
こ
れ
を
上
の
高
麗
使
節
関
係
記
事
に
加
え
る

と
、
全
体
で
日
付
干
支
記
載
率
は
五
三

・
三
%
、
⑦
⑲
を
除
く
と
五
七

・
一
%
に

上
り
、
敏
達
紀

の
み
で
は
七
五
%
と
七

一
%
に
達
し
、
欽
明
紀

の
み
の
三
三
%
と

比
較
す
る
と
異
状
な
高
さ
に
な
る
。
記
載
率

一
〇
〇
%
は
、
白
猪
史
関
係
記
事
敏

達
紀

の
四
条
、
ま
た
は
⑦
㈹
を
除
く
三
条
共
に

一
〇
〇
%
に
等
し
く
、
比
率
の
高

い
敏
達
紀

の
中
で
も
、
共
に
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
σり
か
ら
@
に
至
る
十
条
で
は
、
日
付
干
支
を
持
つ
ω

・
◎⇒

・
㈲
の
三
条

は
大
き
く
場
面
が
転
回
す
る
始
め
に
あ
る
。
Oり
は
高
麗
使
漂
着
の
報
告
で
、
そ
れ

以
後
越
に
い
た
使
節
が
近
江
に
入
る
記
事
が
0⇒
、
相
楽
館
滞
在
中
の
高
麗
使
節
を

翌
年
敏
達
天
皇
が
想
起
す
る
の
が
㈲
で
あ
る
。
こ
れ
に
倣
え
ば
、
㈹
の
漂
着
と
翌

年
の
来
朝
㈱
の
ほ
か
に
は
、
日
付
干
支
は
不
用
で
あ
る
。

『書
紀
』
編
者
の
日
付

干
支
に
関
す
る
態
度
は
じり
か
ら
@
に
至
る
十
条
と
㈱
か
ら
ω
に
至
る
五
条
で
は
全

く
相
違
し
、
後
者
は
㈹
か
ら
ω
に
至
る
九
条
の
場
合
に
類
似
し
て
い
る
。

内
容
に
つ
い
て
も
、
㈱
に
お
い
て
高
麗
使
節
放
還
の
送
使
と
な

っ
た

「吉
備
海

部
直
難
波
」
は
、
eづ
七
月
乙
丑
条
で
高
麗
使
節
二
人
を
殺
害
し
、
図
八
月
丁
亥
条

で
虚
偽

の
報
告
を
し
て
天
皇
に
疑
わ
れ
、
翌
年
㈹
五
月
甲
寅
条
に
来
朝
が
記
さ
れ

る
使
節
に
よ
り
、
Cわ
七
月
戊
寅
条
で
犯
罪
が
露
見
し
処
罰
さ
れ
る
が

こ
の
使
節
の

帰
国
記
事
は
欠
け
て
い
る
。
人
名
の
表
記
も
、
Cづ
の

「
大
嶋
首
磐
日
」
は
㈲
で
も

繰
返
さ
れ
て
い
る
が
、
㈹
の

「
吉
備
海
部
直
難
波
」
は
eづ

・
図

・
Cり
の
三
条
土
ハに

「
難
波
」
と
省
略
さ
れ
、
㈹
か
ら
ω
ま
で
の
五
条
の
主
役
と
な

っ
て
い
る
。

㈹
に
は

「
朝
廷
猜
頻
迷
路
」
と
二
度
目
の
難
船
漂
着
と
し
て
い
る
か
ら
、
切
か

ら
@
ま
で
の
十
条
に
続
く
が
、
こ
の
文
言
は

『
書
紀
』
の
編
者
が

一
連
の
不
祥
事

と
考
え
て
附
加
し
た
も
の
ら
し
く
、
高
麗
使
節
の
来
朝
が
主
題
で
は
な
く
、
そ
れ

を
背
景
と
し
た
難
波
処
罰
の
頴
末
を
記
し
た
記
事
で
あ
る
。
も
し
こ
の
五
条
と
、

白
猪
史
関
係
記
事
の
⑲
か
ら
ω
ま
で
の
四
条
を
敏
達
紀
か
ら
除
く
と
、
二
年
全
部

が
無
く
な
り
、
三
年
十

一
月
条
を
遣
す
だ
け
と
な
る
。

日
付
干
支
の
有
無
を
見
る
と
、

『書
紀
』
編
者
は
空
白
を
埋
め
る
為
に
、
後
か
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}
ら
難
波
処
罰
記
事
と
白
猪
史
関
係
記
事

を
挿
入
し
、
周
辺
記
事
と
の
調
整
を
施
し

.
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『書
紀
」
の
原
稿

に
古
く
立
て
ら
れ
記
事
に
は
、
日
付
干
支

一
の
使
用
は
無
か

っ
た
か
ま
だ
は
少
な
く
・
新
し
く
補
入
さ
れ
だ
記
事
に
は
多
い
と

…
思
わ
れ
る
。
㈹
か
ら
じり
ま
で
の
五
条
は
、
σり
か
ら
@
ま
で
の
高
麗
関
係
記
事
と
区

[
別
き
れ
る
べ
き
記
事

で
あ
る
。

…

小
島
憲
之
氏
は
・

冒

奎

日紀
』
の
雄
略
紀
か
ら
欽
明
紀
ま
で
を
、
漢
籍
の
語

一

(
33
)

皿
句
を
利
用
し
た
潤
色
の
著
し
い
諸
巻
と
し
て
お
ら
れ
る
。
の
欽
明
紀
三

一
年
四
月

乙
酉
条
の
詔
は
そ
の
例
で
あ
る
。

「
至
徳
魏
魏
」
と

「
洪
恩
蕩
蕩
」
は
、

『薬
師

期
…藩

羅
隷簸

縫

鵬

硲磁羅

脇賜
罐

羅

一
の
前
半

「
尚
全
性
命
」
ま
で
は
、
江
沼
臣
淳
代
の
奏
言
を
繰
返
し
、
上
記
二
句
を

要

…
含
む

「
蕩
々
者
哉
」
は
い
わ
ゆ
る
美
辞
麗
句
の
み
で
実
質
的
な
意
味
を
持
た
ず
、

己

…

「
朕
」
以
下
を
省
略
し
て

「
有
司
」
か
ら
始
め
て
も
意
味
は
通
じ
る
の
で
、

『書

糸

皿

を

紀
』
編
者
が
挿
入
し
た
文
飾
と
考
え
ら
れ
る
。

ハ
　

　

大

…

㈲
窪

紀
元
年
五
月
壬
寅
朔
条
の

昊

皇
聞
之
、
儲

極
葺

轍
然
而
歎
貝

…
非
哉
、
此
使
人
等
」
は
、
欽
明
紀
ま
で
と
比
べ
て
潤
色
度
の
薄
い
敏
達
紀
に
も
、

ま

　

上

一
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
捨
身
品
の
虎
に
食
わ
れ
た
王
や
王
夫
人
の
歎
き
の
記
事
に

ミ

…

(35
)

4.刀

通

じ

る
も

の
が

あ

る

と

さ

れ

る
部

分

で

あ

る
。

こ

れ

を
省

略

し

て
も

文

意

は

通

じ

一
る

か

ら
、

や
は

り

編

者

の
文

飾

で

、

『
最

勝

王
経

」

に

よ

る

こ
と

が

確
実

で

あ

れ

　

(
36

)

一
ば

、

道

慈

が

将

来

し

た
養

老

二

年

(
七

一
八
)
以

後

に

施

さ
れ

た

こ
と

に

な

る

。

…
こ
の
二
悉

・
高
麗
使
節
来
朝
記
事
中

で
・
日
付
干
支
が
つ
け
ら
れ
た
場
面
転
換

〔
の
三
条
中
に
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
干
支
の
記
入
と
文
飾

の
挿
入
に
は
相

…
関
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
共
に
完
成
直
前
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
ま
た
、
こ
の

…
二
例
は
坂
本
太
郎
誕

旧
辞
風
の
国
語
脈
が
ま
さ
.
菱

楚

加
え
ら
れ
蒲

…
色
と
い

っ
て
お
ら
れ
る
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一

㈲
㊨
敏
達
元
年
五
月
丙
辰
条
は
・
こ
の
二
例
と
同
じ
よ
う
に
、
文
飾
が
多
い
と

見
ら
れ
よ
う
が
、
省
略
で
き
る
よ
う
な
無
意
味
な
附
加
と
考
え
ら
れ
る
部
分
は
な

い
。
先
に
ふ
れ
た

『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年

(七
九
〇
)
七
月
辛
巳
条
に
見

え

る

津
連
真
道
等
の
上
表
に
は
、
こ
の
条
の
大
意
を
ま
と
め
た
後
に
、

「勤
哉
辰
爾
」

か
ら

「
不
及
辰
爾
」
ま
で
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
、
省
略
四
字

・
顛
倒
二
字
の
み

で
引
用
し
て
い
る
。

『
続
日
本
紀
」
前
半
二
〇
巻
編
纂
の
代
表
者
と
な

っ
た
菅
野

朝
臣
真
道
が
、
自
己
の
改
姓
を
願
う
上
表
に
引
用
し
た
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

条
の
文
章
が
名
文
あ
る
い
は
達
意
の
文
で
あ
る
と
、
八
世
紀
末
に
な
っ
て
も
評
価

さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
坂
本
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
編
者
が
あ
ま
り
手
を
加
え

な
か

っ
た
、
初
め
か
ら
漢
文
的
に
書
か
れ
だ
資
料
と
さ
れ
る
材
料
か
ら
立
て
た
記

(
38
)

事

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
高
麗
使
節
関
係
記
事
と
は
異

っ
て
い
る
。

こ
の
条
で
は
、
王
辰
爾
と
共
に
高
麗
使
節
が
持
参
し
た

「表
疏
」
が
重
要
な
役

割
を
持

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

「表
疏
」
は
他
に
㈲
欽
明
紀
三
二
年
三
月
是
月
条

に

「表
」
が
見
え
る
の
み
で
、
表
記
が
異
な
る
と
共
に
、
高
麗
使
節
関
係
記
事

の

中
で
重
要
視
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
し
か
も
、
越
に
漂
着
し
て
郡
司
に
欺
か
れ
、

そ
れ
が
争
の
原
因
と
な

っ
て
大
使
が
殺
害
さ
れ
た
と
い
う

一
連
の
記
事
の
中
に
、

誰
に
も
読
め
な
い
難
解
な

「表
跣
」
、
読
め
な
い
よ
う
に
書
か
れ
た
鳥
の
羽
の
「表

疏
」
が
登
場
す
る
の
は
、
こ
の
条
の
異
和
感
を
強
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

に
検
討
し
忙
諸
点
を
綜
合
す
る
と
、
㈲
㈹
敏
達
紀
元
年
五
月
丙
辰
条
は
、

『
日
本

書
紀
』
の
編
者
が
適
当
と
判
断
し
た
位
置
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
じり

か
ら
@
ま
で
の
高
麗
使
節
関
係
記
事
の
材
料
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。

「船
典
祖
王
辰
爾
」
が
関
連
を
示
し
て
い
る
臼
猪
史
関
係
記
事
の
材
料
に
あ

っ
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

五
、
白
猪
史
関
係
記
事

の
材
料

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ

っ
て
、

『
日
本
書
紀
』
の
囚
欽
明
紀
十
四
年
七
月
甲
子

条
か
ら
ω
敏
達
紀
四
年
二
月
壬
辰
朔
条
ま
で
の
九
条
の
記
事
は
、
白
猪
史
関
係
記
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事
と
し
て

一
群
の
も
の
と
理
解
で
き
る
。
そ
の
上
で
は
、

『書
紀
』
の
材
料
と
な

っ
た
原
史
料
の
復
原
を
実
施
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
は
な
お
紙
幅
を

要
す
る
の
で
、
材
料
記
載
の
順
序
と
原
史
料
の
成
立
期
を
考
え
て

一
応
の
結
論
と

し
た
い
。

原
史
料
の
始
に
は
、
㈲
敏
達
紀
元
年
五
月
丙
辰
条
が
あ
っ
た
と
す
る
の
が
適
当

で
あ
る
。
鋤
欽
明
紀
十
四
年
七
月
甲
子
条
に
、
王
辰
爾
が
初
見
さ
れ
る
が
、
彼
に

つ
い
て
何

の
説
明
も
な
い
。
㈹
十
六
年
七
月
壬
午
条
の
磐
弓
、
◎
十
七
年
七
月
己

卯
条
の
瑞
子
は
、

「
穂
積
磐
弓
臣
」
・
「
葛
城
山
田
直
瑞
子
」
と
氏
姓
が
記
載
き
れ

て
い
て
、
そ
の
身
許
を
示
し
て
い
る
。
王
辰
爾
と
同
じ
よ
う
な
内
容
を
持

つ

「
阿

直
伎
」
や

「
王
仁
」
に
つ
い
て
も
同
様

で
、
応
神
紀
十
五
年
八
月
丁
卯
条
に
は
、

百
済
王
、
遣
阿
直
伎
、
良
馬
二
匹
。

と
あ

っ
て
、
阿
直
伎
が
百
済
王
の
使
者

で
あ
る
と
い
う
身
許
を
明
か
に
し
、
次
に
、

即
養
於
軽
坂
上
厩
。
因
以
阿
直
岐
令
掌
飼
。
故
号
其
養
馬
之
処
、
日
厩
坂
也
。

阿
直
岐
亦
能
読
経
典
。
即
太
子
菟
道
稚
郎
子
師
焉
。

と
阿
直
伎
の
人
物
を
説
明
し
た
上
で
、

於
是
、
天
皇
問
阿
直
岐
日
。
如
勝
汝
博
士
亦
有
耶
。
対
日
。
有
王
仁
者
、
是

秀
也
。

と
王
仁
の
説
明
が
あ

っ
て
、
次
に
、

時
遣
上
毛
野
君
祖
荒
田
別

・
巫
別
、
於
百
済
。
傍
徴
王
仁
也
。
其
阿
直
岐
、

阿
直
岐
史
之
始
祖
也
。

と
、
王
仁
来
朝

の
発
端
と
、
阿
直
岐
の
氏
姓
を
記
し
て
い
る
。
次
に
十
六
年
二
月

条
に
、王

仁
来
之
。
則
太
子
菟
道
稚
郎
子
師
之
、
習
諸
典
籍
於
王
仁
、
莫
不
通
達
。

所
謂
王
仁
者
、
是
書
首
等
之
始
祖

。

と
、
王
仁
の
来
朝
と
そ
の
氏
姓
を
掲
げ

て
い
る
。
来
朝
記
事
が
な
い
司
馬
達
等
の

場
合
に
も
、
初
見
の
敏
達
紀
十
三
年
是
歳
条
に

「鞍
部
村
主
司
馬
達
等
」
と
氏
姓

を
記
し
て
い
る
の
は
、
上
掲
の
磐
り

・
瑞
子
、
応
神
紀
の

「荒
田
別

・
巫
別
」
と

同
様
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
王
辰
爾
の
登
場
は
唐
突
と
い
え
る
。

こ
の
奇
異
感
を
解
消
で
き
る
の
は
、
㈲
敏
達
紀
元
年
五
月
丙
辰
条
で
あ

っ
て
、

こ
れ
を
最
初
に
移
動
さ
せ
る
と
、

「愛
有
船
史
祖
王
辰
爾
」
と
あ

っ
て
、
登
場
の

条
件
も
備

っ
て
い
る
。
ま
た
、
欽
明
天
皇
は

「近
侍
殿
中
」
と
命
じ
て
い
る
か
ら
、

囚
で
樟
勾
宮
に

行
幸
中
の
天
皇
が
、

蘇
我
稲
目
を
通
じ
て
、

王
辰
爾
に

「数
録

船
賦
」
を
命
じ
た
こ
と
の
伏
線
、
王
辰
爾
が
天
皇
に
近
侍
し
て
い
た
の
で
行
幸
中

に
も
下
命
に
応
じ
得
た
こ
と
と
な
っ
て
い
て
、
内
容
面
で
も
二
条
の
継
起
性
を
示

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
⑲
条
は
何
人
も
解
決
で
き
な
い
困
難
な
問
題
、

「表
疏
」

の
読
解
を
前
に
し
て
、
主
役
が
華
々
し
く
登
場
す
る
劇
的
な
構
成
を
持

っ
て
い
る

か
ら
、
こ
れ
が
冒
頭
を
飾
る
に
相
応
し
く
、

『
書
紀
』
の
順
序
で
は
印
象
が
稀
薄

で
、
名
文
を
飾
る
意
味
も
少
な
く
な
る
。
用
語
と
内
容
か
ら
、
㈲
は
原
史
料
の
最

初
に
あ
り
、

『
書
紀
』
編
者
が
高
麗
使
節
の
関
係
記
事
に
入
れ
る
た
め
後
に
送

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

㈲
敏
達
紀
三
年
十
月
戊
戌
条
は
、
牛
が
津
史
に
な

っ
た
と
す
る
の
み
で
あ
る
。

(
39
)

笹
川
進
二
郎
氏
は
、
牛
の
事
蹟
が
脱
落
し
た
か
と
考
え
て
お
ら
れ
る
が
、
解
釈
上

の
必
要
か
ら
内
容
を
補
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
条
は
、
馬
子
が
白
猪
屯
倉
を

増
益
し
た
◎
三
年
十
月
丙
申
条
と
、
帰
京
し
て
復
命
し
た
ω
四
年
二
月
壬
辰
朔
条

と
の
間
に
置
か
れ
て
い
て
、
前
後
の
記
事
と
緊
密
な
関
係
を
持

っ
て
い
な
い
。
も

し
⑪
条
を
㈲
条
の
後
に
置
く
と
、
王
辰
爾
が

「船
長
」
に
任
ぜ
ら
れ

「船
史
」
と

な

っ
た
こ
と
に
関
連
し
、

「
船
史
王
辰
爾
弟
牛
」
が
船
に
関
係
す
る

「津
史
」
と

な

っ
た
理
由
が
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
牛
の
事
蹟
が
脱
落
し
て
い
る
と
考
え

る
必
要
も
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
王
辰
爾
の
名
が
本
文
中
に
記
載
さ
れ
て
い

る
㊨

・
㈲

・
⑪
の
三
条
が
始
に
ま
と
ま
り
、
船
史
と
津
史
の
起
源
が
説
明
さ
れ
た

後
は
、
白
猪
史
と
白
猪
屯
倉
に
関
係
す
る
㈲
欽
明
紀
十
六
年
七
月
壬
午
条
以
下
が

続
く
こ
と
に
な

っ
て
、
記
事

の
筋
道
が
明
瞭
に
な
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
よ
う
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奈

な
見
解
が
恣
意
武
断
と
退
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
ω
条
は
単
に
津
史

の
起
源
を
示

す
附
随
的
な
記
事
で
、
そ
の
位
置
は
不
安
定
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
承
認
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

王
辰
爾
に
つ
い
て
は
、
先
に
船
史
が
本
来
伝
え
て
い
た
人
名

で
無

い
と
考
え
た
。

津
史
に
つ
い
て
も
附
随
的
な
記
事
で
あ
る
。
九
条

の
白
猪
史
関
係
記
事
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
言
わ
れ
だ
よ
う
に
、

「白
猪
史

の
家
伝
」
ま
た
は

「白
猪
史
の
家
記
」

(
40

)

を
材
料
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
井
上
光
貞
氏
は
、

「白
猪
史
の
家
伝
」
と
さ
れ
た

(
41
)

後
に
も
、
こ
れ
を

「氏
族
伝
承
」
と
言

っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
、
伝
承
が
文
章
化
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
ら
し
い
。
家

記
と
す
る
と
、
単
に
文
章
化
し
た
も
の
で

は
な
く
、
何
等
か
の
意
図
を
持

っ
て
述
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
は

明
確
な
区
別
を
す
る
こ
と
な
く
使
用
さ
れ
て
来
た
。

九
条
の
記
事

の
材
料
は
、
明
瞭
の
意
図
を
持

っ
て
著
述
さ
れ
た
原
史
料
で
あ

っ

(
42

)

た
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
に
言
及
さ
れ
た
の
は
笹
川
氏
の
み
で
あ
る
。
笹
川
氏
は
、

『
害
紀
」
天
智
三
年

(
六
六
四
)
二
月
丁
亥
条
に
、

天
皇
命
大
皇
弟
、
宣
増
換
冠
位
階
名
、
及
氏
上

・
民
部

・
家
部
等
事
。
其
冠

有
骨
六
階
。
(中
略
)
其
大
氏
之
氏
上
、
賜
大
刀
、
小
氏
之
氏
上
、
賜
小
刀
。

其
伴
造
等
之
氏
上
、
賜
干
楯
り
矢

。
亦
定
其
民
部

・
家
部
。

に
始
る
氏
族
政
策
が
、

「家
記
」
の
成

立
や
潤
色
的
編
集
と
密
接

に
関
連
す
る
と

思
わ
れ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
を
背
景
と
し
て
で
は
な
く
、
端
的
に
表
現
し

て
い
る
の
が
、

『
続
日
本
紀
」
養
老
四
年

(七
二
〇
)
四
月
壬
戊

(+
日
)
条
で
、

改
白
猪
史
氏
、
賜
葛
井
連
姓
。

と
あ
る
。

(
43
)

熊
谷
公
男
氏
に
よ
る
と
、

『
続
紀
』

の
改
姓
記
事
の
多
く
は
、
改
姓
の
情
願
を

受
理
し
勅
許
が
あ

っ
た
後
に
、
式
部
省

の
位
記

・
民
部
省
の
戸
籍

・
治
部
省
の
譜

第
の
訂
正
な
ど
の
事
務
手
続
の
執
行
を
命
じ
た
太
政
官
符
の
日
付
に
よ

っ
て
立
て

ら
れ
て
い
る
。
少
数
の
情
願
に
よ
ら
な

い
改
姓
と
は
、
皇
親

へ
の
編
入
や
僧
侶
を

還
俗
さ
せ
る
身
分

の
変
更
と
、
褒
賞
な
ど
の
場
合
で
、
理
由
の
記
載
と
寂
位
を
伴

な
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
は
情
願
に
よ
る
多
数
例
と
考
え
ら
れ
る
。
改

(
44
)

姓
を
情
願
す
る
場
合
、
天
皇
に
上
表
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
だ
か
ら
、
白
猪
史

が
改
姓
を
願

っ
た
時
、
そ
の
作
文
能
力
を
尽
し
た
上
表
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
は
さ
き
の

『
続
紀
』
の
記
事
に
続
く
養
老

四

年

(七
二
〇
)
四

月
癸
酉

(
二
一
日
)
条
に
、

先
是
、

一
品
舎
人
親
王
奉
勅
、
修
日
本
紀
。
至
是
、
功
成
奏
上
。
紀
珊
巻

・

系
図

一
巻
。

と
完
成
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
十

一
日
前
の
条
の
白
猪
史
改
姓
の
記
事
は

太
政
官
符
に
よ

っ
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
改
姓
の
勅
許
か
ら
太
政
官
符
発
行
ま
で

の
期
間
は
、
九
世
紀

の
例
で
は
あ
る
が
、
二
か
月
か
ら
四
か
月
程
度
と
、
佐
伯
有

(
45
)

清
氏
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
勅
許
も
早
け
れ
ば
年
頭
の
事

で
あ
ろ
う
か
ら
、

『書
紀
』
の
編
者
が
勅
許
を
得
た
上
表
の
内
容
を
入
手
し
、
そ

れ
を
材
料
と
し
て
九
条
の
記
事
を
立
て
る
余
裕
は
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勅

許
を
得
た
上
表
は
、
そ
の
内
容
の
如
何
を
問
わ
ず
、
立
前
上
は
全
て
真
実
と
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
、

『書
紀
』
の
編
者
が
完
成
を
目
前
と
す
る

『
書

紀
』
に
、
急

い
で
採
録
し
た
と
考
え
る
こ
と
に
支
障
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
日
本
書
紀
」
の
欽
明
紀
十
四
年
七
月
甲
子
条
か
ら
、
敏
達
紀
四
年
二
月
壬
辰

朔
条
に
至
る
九
条
の
記
事
は
、

『
続
日
本
紀
』
養
老
四
年

(七
二
〇
)
四
月
、壬

戊

条
に
見
え
る
白
猪
史
が
葛
井
連
に
改
姓
し
た
記
事
の
前
提
と
な
る
白
猪
史
か
ら
提

出
さ
れ
た
上
表
を
材
料
と
し
た
も
の
で
、
上
表
は
そ
れ
以
前
に
成
立
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
記
載
の
順
序
は
、

ω
敏
達
紀
元
年
五
月
丙
辰
条

鋤
欽
明
紀
十
四
年
七
月
甲
子
条

偶
敏
達
紀
元
年
五
月
丙
辰
条

㈲
欽
明
紀
十
六
年
七
月
壬
午
条
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㈲
欽
明
紀
十
七
年
七
月
己
卯
条

㈲
欽
明
紀
三
〇
年
正
月
辛
卯
朔
条

ω
欽
明
紀
三
〇
年
四
月
条

㈲
敏
達
紀
三
年
十
月
丙
申
条

働
敏
達
紀
四
年
二
月
壬
辰
朔
条

と
な

っ
て
い
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

『書
紀
』

の
記
事
か
ら
の
原
史
料
復
原
、
筆
者
の
推
定
、
主
張
の
把
握
、
記
載

事
項
の
事
実
認
定
等
、
未
完
の
作
業
は
な
お
多
い
が
、
ひ
と
ま
ず
筆
を
欄
き
た
い
。

註

(
1
)
註

8
以
ド

註
10
の
諸
論
文
参
照
。

こ
の
他
に
管
見

に
入

っ
た
論
考
は
左
の
通
り

で

あ

る
。

日
野
昭

「
白
猪

屯
倉
」

(『
日
本
古
代
氏
族
伝
承
の
研
究
』
永

田
文
昌
堂
刊
)
。

八
木
充

「
m
令
管
理
の
ミ
ヤ
ケ
」

(
八
木
編

『
古
代
の
地
方
史
」

2
山
陰

・
山
陽

・

南
海
編

朝
倉
書
房
)。

直
木
孝
次
郎

「
吉
備
政
権
と
ヤ

マ
ト
政
権
」

(
上
田

・
南
波

編

『
日
本
古
代
論
集
』

笠
間
書
店

・
直
木
著

『
古
代
史

の
窓
』
学
生
社
)
。

角
林
文
雄

「
凡

河
内
直

と
三
島
県
主
」

(
日
本
史
論
叢
会
編

『
論
究

日
本
古
代
史
』

学
生
社
)。

松
原
弘
宣

「
難
波
津

と
瀬
戸
内
支
配
」

(『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

第

一
〇
〇
号

大
阪
歴

史
学
会
)。

黛
弘
道

「
大
和

国
家

の
財
政
」

(『
律
令
国
家
成
立
史

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
)。

平
野
邦
雄

「
六
世

紀
の
国
家
組
織
」

(
『
大
化
前

代
政
治
過
程

の
研
究
』

吉
川
弘
交

館
)
。

(
2
)
坂
本
太
郎

「
記
紀
研
究
の
現
段
階
」

(
一
九
六
三
年
史
学
会
大
会
講
演

.
『
日
本

古
代
史

の
基
礎
的
研
究
』
上
文
献
篇

東
京
大
学
出
版

会
)
。

(
3
)
津

田
左
右
吉

『
古
事
記
及
び
日
本
書
紀

の
新
研
究
』

岩
波
書
店

(
『
津
田
左
右
吉

全
集
』
別
巻
第

一

岩
波
書
店
)
、
『
日
本
古
典

の
研
究
』
上

・
下

岩
波
書
店

(全

集
第

一
巻

・
第

二
巻
)
。

(
4
)
坂
本
太
郎

『
六
国
史
』
吉
川
弘
文
館
、

七
八
頁
。

(
5
)
福
山
敏
男

「
飛
鳥
寺

の
創

立
に
関
す
る
研
究
」

(『
史
学
雑
誌
』

第
四
五
巻
第

一

〇
号

史
学
会
)
・
「
飛
鳥
寺

の
創

立
」

(『
日
本
建
築
史
研
究
』
墨
水
書
腸
)
。

(
6
)
水
野
柳
太
郎

「
仏
本
伝
来
記

を
め
ぐ

っ
て
」

(『
南
都
仏
教
』
第

四
〇
号

南
都

仏
教
研
究
会
)
・
「
聖
徳
太
子
古
伝

の

一
例
」

(
『
聖
徳
太
子
研
究

』

第
十

四
号

聖

徳

太
子
研
究
会
)
・
「
道
照
伝
考

」

(『
奈
良
史
学
』
第

一
号

奈
良
大
学
史
学
会
)
。

(
7
)
井
上
光
貞

「
部
民
史
論
』

(『
新

日
本
史
講
座
』
古
代
前
期
中
央
公
論
社
)
、

二
一二

頁
。

(「
部
民

の
研
究
」
思
索
社
、
四
八
頁
)。

(
8
)
栄
原
永
遠
男

「
白
猪

・
児
嶋
屯
倉

に
関
す
る
史
料
的
検
討
」

(
『
口
本
史
研
究
』

第

一
六
〇
号

日
本
史
研
究
会
)
。

(
9
)
角
林
文
雄

「
白
猪
屯
倉
と
児
島
屯
倉

」

(『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

第

七
五
号
大
阪
歴
史

学
会
)
。

(
10
)
笹
川

進

二
郎

「
臼
猪
史

と
白
猪
屯
倉
」

(
日
本
史
論
叢

会
編

『
論
究
日
本
古
代

史
』
学
生
社
)。

(
11
)
岸
俊
男

「
紀
氏
に
関
す
る

一
試
考
」

(
橿
原
考
古
学
研
究
所
編

『
近
畿
古
文
化
論

孜
』
吉
川
弘
文
館
)
、
四

一
四
頁

・
(
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』

塙
書
房
、

一
〇

〇

頁
)。

(
12
)
註
4
参
照
。

(
13
)
註
7
参
照
。

(
14
)
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所

飛
鳥
資
料
館
編

『
日
本
古
代

の
墓
誌
』
同
朋

舎
、

一
六

八
頁

(東

野
治
之
氏
執
筆
)
・
一
九

二
頁
。

(
15
)
狩
谷
椴
斎

『
古
京
遺
文
』

(
正
宗
敦

夫
編
纂
校
訂

『
口
本
古
典
全
集
』
狩
谷
檀
斎

全
集

日
本
古
典
全
集
刊
行
会
)
、

=

一頁
。

(
16
)
井
上
光
貞

「
王
仁

の
後
商
氏
族
と
其

の
仏
教
」

(
『
史
学
雑

誌
』

第

五
四
編
第
九

号

史
学
会
)
、
十
五
頁
証

二
七

・
同
十
六
頁

証
三
〇

(
『
日
本
古
代
思
想
史
の
研

究

』

岩
波
書
店
、
四

六
〇
頁

・
四
六

一
頁

)。

(
17
)
註

8
、
三
頁
。
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(
18
)
註
9
、
十

一
頁

・
十

七
頁
。

(
19
)
註
9
、
十
七
頁
。

(
20
)
註
9
、
十
七
頁

よ
り

二
〇
頁
。

(
21
)
註
9
、
十
九
頁
。

(
22
)
註

⑳
、

一
五

二
頁

・
一
六
〇
頁
。

(
23
)
註

10
、

一
七

一
頁
。

(
24
)
註

9
、
十

七
頁
。

(
25
)
註

4
、

二
三
頁
。

(
26
)

竹
内
理

一二
編

『
寧
楽
遣
文
』
中
巻

東
京
堂
、
三
八
三
頁

.
三
八
八
畑
。

(
27
)
註

26
、

三
八
五
頁
。

(
28
)
註

26
、

三
八
九
頁
。

(
29
)
註
5
、

『
史
学
雑
誌
』

八
二
頁

・
『
日
本
建
築
史
研
究
』

一
六
七
頁
。

(
30
)
佐
伯
有
義
編

『
増
補
六
国
史
』

日
本
書
紀

朝
日
新
聞
社

(名
著
普
及
会
覆
刻
)
。

(
31
)
註
30

・
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』

日
本
書
紀

頭
註
参
照
。

小
川
清
彦

「
日
本
書

紀
の
暦
日
に
就

て
」

(
内
田
正
男
著

『
日
本
書
紀
暦
口
原
典
』

雄
由
閣
所
掲
)
、
三

几

一
頁
第

二
表

・
内

田
正
男
上
記
著
書
、
七
頁
第

三
表
。

(
32
)
福
山
敏
男

「
比
蘇
寺

(現
光
寺
)
」

(
『
奈
良
朝
寺
院

の
研
究
』
高
桐
書
院

(綜
芸

舎
覆
刻
)
、
三
四
頁
。

(
33
)
小
島
憲
之

『
上
代

口
本
文
学
と
中
国
文
学
』

上

塙
書
房
、
四
六
〇
頁
。

(
34
)
薮
田
嘉

一
郎

『
日
本
上
代
金
石
叢
考
』
河
原
書
店
、

四

一
頁
。

(
53
)
註
お
、
四
六
六
頁
。

(
36
)
井
上
薫

「
日
本
書
紀
仏
教
伝
来
記
載
考
」

(
『
日
本
古
代

の
政
治

と
宗
教
』
吉
川

弘
文
館
)
、

一
九
四
頁
。

(
37
)
註

4
、

七
八
頁
。

(
38
)
註
4
、
七
八
頁
。

(
39
)
註

10
、

一
六

一
頁
。

(
40
)
註
7
。

(
41
)
井
上
光
貞

『
口
本
の
歴
史
』

3
飛
鳥

の
朝
廷

小
学
館
、

一
六
四
頁
。

(
42
)
註
10
、

一
七
〇
頁
。

(
43
)
熊
谷
公
男

「
位
記
と
定
姓
」

(『
続
日
本
紀
研
究
』
第

一
八
三
号

続
日
本
紀
研

究
会
)
・
「
治
部

省
の
成

立
」

(
『
史
学
雑
誌
』
第
八
八
編
第
四
号

史
学
会
)
。

(
44
)
森
田
悌

「
上
表

と
秦
状
」

(
『
続
日
本
紀
研
究
』

第

二
四
〇
号

続
日
本
紀
研
究

会
)
。

(
45
)
佐
伯
有
清

『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
研
究
篇

吉
川
弘
文
館
、

三
五
九
頁
。
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OntheDescriptionRelatingtothe

Familyin"A励o〃s加 屠 日 本 書 紀"

Shirai-no…fuhito白 猪 史

RyutaroMIZUNO

Summary

"NihozZShoki"make
sreferencetotheShirai-nofuhitofamilyinitsnineteenth

andtwentiethvolumes.Thehistorians,however,havenotyetconfirmeddecisively

whicharticlesarerelatedwiththefamily,andwhereeacharticlebeginsand/or

finishes.Asaresult,theirhistoryhasbeenleftinvagueness .

Theauthor,byanalizingpreciselythedescriptiveformandcontentsof"Nihon-

shoki"willidentifynineofthearticlesrelatedwiththefamily
.Andthenhewill

concludethatthesearticleswerebasedonthememorialwhichthefamilythemselves

hadpresentedtotheTenno天 皇beforethecompilationof"Nihonshoki"
,andthat

thememorialhadbeenwrittenoutbytheearly720.


